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上／平成元年３月に総野小学校新校舎が落成し、４月から又新小学校と統合しました。　下／平成２年　勝浦駅前の様子
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※予算額は、千円単位を四捨五入して表示しました。

一般会計 ８６億９，５００万円
特別会計 ６１億４，７２５万円

予算総額

一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円一般会計 ８６億９，５００万円
１４８億４，２２５万円

会　計　区　分
当　初　予　算　額

増減率 説　　　　　明
平成３１年度 平成３０年度

一 般 会 計 ８６億９，５００万円 ９２億２，０００万円 △５．７％ 市の基本的な仕事をするための会計です

特 別 会 計 ６１億４，７２５万円 ６０億６，２７０万円 １．４％ 特定事業を行う場合に一般会計と区分して経理を
する必要があるときに設ける会計です

特

　別

　会

　計

　の

　内

　訳

国民健康保険
（事業勘定） ２４億６，１２４万円 ２５億６，９２７万円 △４．２％ 被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに際して、

必要な保険給付を行うための会計です
国民健康保険

（直営診療施設勘定） ６，３９７万円 ７，２７８万円 △１２．1％ 勝浦診療所において、被保険者などに診療を行う
ための会計です

後期高齢者医療 ２億６，８０７万円 ２億６，６２７万円 ０．７％ 主に７５歳以上の方を対象とした後期高齢者医療制度
の保険料を徴収する事務などを行うための会計です

介護保険 ２２億５，１６５万円 ２１億５，７７３万円 ４．４％ 被保険者の要介護度などに応じて、必要な保険給
付を行うための会計です

水道事業 １１億２３２万円 ９億９，６６５万円 １０．６％ 市内に給水をするために行う水道事業の会計です

合　　　　　計 １４８億４，２２５万円 １５２億８，２７０万円 △２．９％

会計別予算の内訳

「
子
育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環
境
の
整
備
」

　

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
が
、
３
月
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
当
初
予
算
の
規
模
は
、
86
億
９
，

５
０
０
万
円
で
、
勝
浦
市
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
総
野
園
の
民
間

譲
渡
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
し
て
５
億
２
，５
０
０
万
円

の
減
額
、
率
で
５
．
７
％
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
「
勝
浦
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
及
び
第
３
次

実
施
計
画
」
お
よ
び
、地
方
創
生
の
指
針
と
な
る
「
勝
浦
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
に
掲
げ
た
事
業
な
ど
を
着
実
に

実
施
す
る
た
め
の
予
算
計
上
を
行
い
、
引
き
続
き
人
口
減
少
対
策

と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
り
組
む
ほ
か
、
新
生
児
へ
の
オ
ム
ツ

等
支
給
事
業
お
よ
び
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
な
ど

に
よ
る
母
子
保
健
事
業
や
認
定
こ
ど
も
園
の
建
設
、
か
つ
う
ら
放

課
後
ル
ー
ム
整
備
事
業
、
学
校
用
務
員
配
置
事
業
、
外
国
語
指
導

助
手
招
致
事
業
な
ど
、
子
育
て
支
援
お
よ
び
教
育
環
境
の
整
備
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

特
別
会
計
に
お
い
て
も
各
種
事
業
を
行
う
た
め
の
予
算
と
な
っ

て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
事
業
の
運
営
や
勝
浦
診
療
所
に
係
る
経

費
で
あ
る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
、
介
護
保
険
特
別
会
計
、
水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
未

普
及
地
域
解
消
事
業
や
水
管
橋
架
替
工
事
等
の
事
業
を
行
い
ま

す
。

　

限
ら
れ
た
財
源
の
効
率
的
な
配
分
を
図
り
、
内
部
経
費
の
徹
底

し
た
削
減
に
努
め
、
国
や
県
な
ど
に
よ
る
各
種
財
源
を
有
効
活
用

し
て
、「
元
気
い
っ
ぱ
い 

か
つ
う
ら
」
の
実
現
に
向
け
て
引
き
続

き
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

平
成
31
年
度
当
初
予
算
の
概
要

海
と
緑
と
人
が
と
も
に
歩
む
ま
ち

　

　「
元
気
い
っ
ぱ
い 

か
つ
う
ら
」

2KATSUURA 2019.4.19



　

市
税
は
、
20
億
９
，８
２
８
万
円
で
、
人

口
減
少
や
高
齢
化
に
伴
う
納
税
義
務
者
の

減
少
な
ど
か
ら
、
前
年
度
比
４
，７
３
４
万

円
減
額
す
る
と
見
込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金
な
ど
の
依

存
財
源
は
50
億
５
，６
２
１
万
円
で
、
地
方

譲
与
税
、
利
子
割
交
付
金
お
よ
び
自
動
車

取
得
税
交
付
金
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
配

当
割
交
付
金
、
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付

　

歳
出
予
算
の
内
訳
は
、
認
定
こ
ど
も
園

整
備
事
業
、
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

お
よ
び
新
生
児
へ
の
オ
ム
ツ
な
ど
を
支
給

す
る
子
育
て
支
援
事
業
費
や
障
害
者
福
祉

の
増
進
、
高
齢
者
福
祉
の
充
実
を
図
る
な

ど
福
祉
事
業
の
経
費
を
主
と
す
る
民
生
費

（
構
成
比
34
．７
％
）
が
最
も
大
き
く
、
次

い
で
ま
ち
づ
く
り
活
動
推
進
事
業
費
な
ど

地
方
創
生
総
合
戦
略
に
係
る
事
業
な
ど
を

主
と
す
る
総
務
費
（
22
．３
％
）、
市
の
借

金
で
あ
る
地
方
債
の
元
利
償
還
に
係
る
経

費
で
あ
る
公
債
費
（
10
．３
％
）、
学
校
用

歳入総額
86億9,500万円

市税
２０億９,８２8万円

24.1%

市税
２０億９,８２8万円

24.1%

地方譲与税
６,４００万円
0.7%

地方譲与税
６,４００万円
0.7%

利子割交付金
 １００万円
0.0%

利子割交付金
 １００万円
0.0%

配当割交付金
９００万円
0.1%

配当割交付金
９００万円
0.1%

株式等譲渡所得割
交付金

１,０００万円
0.1%

株式等譲渡所得割
交付金

１,０００万円
0.1%

地方消費税交付金
３億４,３００万円

3.9%

地方消費税交付金
３億４,３００万円

3.9%

ゴルフ場利用税交付金
２,３００万円
0.3%

ゴルフ場利用税交付金
２,３００万円
0.3%

自動車取得税交付金
１,５００万円
0.2%

自動車取得税交付金
１,５００万円
0.2%

地方特例交付金
３２０万円
0.0%

地方特例交付金
３２０万円
0.0%

交通安全対策
特別交付金
２１８万円
0.0%

交通安全対策
特別交付金
２１８万円
0.0%

地方交付税
２４億１,０００万円

27.7%

地方交付税
２４億１,０００万円

27.7%

市債
８億４,３１０万円

9.7%

市債
８億４,３１０万円

9.7%

諸収入
１億１,０50万円

1.3%

諸収入
１億１,０50万円

1.3%

繰越金
１億３,０００万円

1.5%

繰越金
１億３,０００万円

1.5%

繰入金
６億９,０８７万円

7.9%

繰入金
６億９,０８７万円

7.9%
寄附金
３億円
3.5%

寄附金
３億円
3.5%

財産収入
３,０８０万円
0.4%

財産収入
３,０８０万円
0.4%

県支出金
５億７,２７９万円

6.6%

県支出金
５億７,２７９万円

6.6%

国庫支出金
７億５,９９３万円

8.7%

国庫支出金
７億５,９９３万円

8.7%

使用料及び手数料
１億９,５４１万円

2.2%

使用料及び手数料
１億９,５４１万円

2.2%

分担金及び負担金
８,２９４万円
1.0%

分担金及び負担金
８,２９４万円
1.0%

一
般
会
計
の
歳
入

一
般
会
計
の
歳
出
（
目
的
別
）

【目的別】
歳出総額
86億9,500万円

議会費
１億４,３４１万円

1.6%

議会費
１億４,３４１万円

1.6%

総務費
１９億３,７２3万円

22.3%

総務費
１９億３,７２3万円

22.3%

民生費
３０億１,６３７万円

34.7%

民生費
３０億１,６３７万円

34.7%

衛生費
６億８,９０４万円

7.9%

衛生費
６億８,９０４万円

7.9%

商工費
２億１,０４４万円

2.4%

商工費
２億１,０４４万円

2.4%

農林水産業費
３億４,４１５万円

4.0%

農林水産業費
３億４,４１５万円

4.0%

教育費
８億３,０７２万円

9.6%

教育費
８億３,０７２万円

9.6%

災害復旧費
９９０万円
0.1%

災害復旧費
９９０万円
0.1%

消防費
１億６,３８１万円

1.9%

消防費
１億６,３８１万円

1.9%

土木費
４億４,９９４万円

5.2%

土木費
４億４,９９４万円

5.2%

予備費
７００万円
0.1%

予備費
７００万円
0.1%

公債費
８億９,２９９万円

10.3%

公債費
８億９,２９９万円

10.3%

金
は
増
加
し
、
勝
浦
中
学
校
プ
ー
ル
整
備

事
業
の
終
了
に
伴
う
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
の
減
少
な
ど
に
よ
り
国
庫
支
出
金

に
つ
い
て
も
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
主
財
源
は
36
億
３
，８
７
９
万

円
で
、
前
年
度
と
比
べ
５
億
１
，１
４
７
万

円
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
主
な
要

因
は
、
市
税
お
よ
び
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
減
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

務
員
配
置
事
業
、
外
国
語
指
導
助
手
招
致

事
業
お
よ
び
中
学
生
海
外
派
遣
事
業
な
ど

の
教
育
環
境
の
整
備
、
教
育
振
興
に
係

る
経
費
な
ど
を
主
と
す
る
教
育
費
（
９
．

６
％
）、
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
を
実
施
す
る

健
康
増
進
事
業
や
子
育
て
支
援
な
ど
の
母

子
保
健
事
業
な
ど
に
よ
り
住
民
の
健
康
を

保
持
増
進
し
、
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

な
ど
医
療
・
公
衆
衛
生
事
業
の
経
費
を
主

と
す
る
衛
生
費
（
７
．
９
％
）
の
順
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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１．地域の宝を活かしたにぎわいのあるまちづくり
　　（産業振興、就業支援、企業誘致、地域交流、地域振興など）

鳥獣被害防止対策事業 100 万円 農作物の鳥獣被害防止を目的とした進入防止柵
を設置する場合の補助金を交付します。

カツオまつり開催事業 866 万円 「カツオまつり」を開催します。

企業立地推進事業　　 352 万円 企業誘致に係るツアーの開催や市内、市外企業へ
の訪問により市内への進出や事業拡張を促します。

商店街活性化等支援事業 923 万円
e スポーツを含む商店街の集客力向上支援と観
光開発事業と特産品開発事業の取り組みへの支
援を行います。

海水浴場開設事業 3,255 万円 夏期における海水浴場を開設します。

空き家活用推進事業　 87 万円 空き家バンクの活用により、空家所有者に奨励
金の交付を行います。

田舎暮らし体験事業 150 万円 田舎暮らし体験施設の管理および貸し出しを行
います。

若者等定住促進事業　 1,050 万円
住宅の取得または賃貸住宅へ入居する若い夫婦など
に対し、若者等定住促進奨励金を交付するほか、東
京圏からの転入に対する移住支援を行います。

２．支えあい安心して暮らせるまちづくり
　　（子育て支援・高齢者福祉の充実など）

認定こども園整備事業 3 億 9,073 万円 （仮称）勝浦こども園の建設工事を実施します。
（平成 30 年度および平成 31 年度の継続事業）

かつうら放課後ルーム
整備事業 1,388 万円 かつうら放課後ルーム建設設計委託および勝浦

幼稚園の解体設計委託を実施します。

子育て支援事業 575 万円

多様な世代が集う地域子ども子育てフォーラム
の開催のほか、出生届を提出した保護者に、乳
児おむつ給付券（年間 13 枚）およびおむつ廃
棄用ごみ袋（10 袋）を支給します。

子ども医療費助成事業 4,250 万円
０歳から中学３年生までの医療費を助成します。

（市単独分（小学 4 年～中学 3 年までの調剤お
よび通院分）の現物支給分を含みます）

母子保健事業　 1,462 万円

不妊治療の助成、産前産後サポート事業、産後
ケア事業、子育て世代包括支援センター事業を
実施することで、妊娠期から子育て期までの支
援を行います。

健康増進事業 786 万円 健康増進計画の策定や健康マイレージ事業の実
施により健康寿命の延伸を図ります。

多子世帯保育所保育料
助成事業 270 万円

保育所に入所している第 3 子以降の子（3 歳児
以上）を持つ保護者に、年間 10 万円を限度に
保育料を助成します。　　　　　　　　            

多子世帯幼稚園保育料
等助成事業 8 万円

幼稚園に入園している第 3 子以降の子を持つ保
護者に、幼稚園保育料（最大 66 千円）および
入園料（最大 3 千円）を助成します。

　

平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
勝
浦
市
総
合
計
画
・
後
期
基
本
計
画
お
よ
び
第
３
次
実

施
計
画
に
掲
げ
た
事
業
な
ど
を
着
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
勝
浦
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
で
掲
げ
た
産
業
振
興
、
企
業
誘
致
、
観
光
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
、
移
住
・
定
住

の
促
進
、
子
育
て
支
援
・
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
の
目
標
に
向
け
た
事
業
を
通
じ
地
方
創
生
の
推

進
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

一
般
会
計
で
み
る

    
平
成
31
年
度
主
要
事
業
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３．自然と共生する安全なまちづくり
　　（計画的な土地利用、環境保全、道路・交通安全、生活基盤の整備、消防・防災など）
市内公共交通維持改善事業 959 万円 デマンド型乗合タクシーの運行を行います。平成 29 年度

から土曜日も運行しています。

住宅リフォーム補助事業 150 万円
子育て世帯家族などの生活環境の向上および定住促進に資
するとともに、市内産業の活性化および雇用の創出を図る
ために、住宅のリフォーム工事を行った所有者に対し補助
金を交付します。　

防犯灯整備・管理事業 379 万円 防犯灯の維持管理費や各区で実施する防犯灯のＬＥＤ化に
対して補助を行います。

地籍調査事業 6,752 万円 土地の地籍を明らかにし、土地境界のトラブル解消や公共
工事の進捗、土地の有効活用を図ります。（守谷地区）

避難路整備事業 893 万円 災害に備え、避難路に照明灯を設置します。

４．次代を担う人と文化を育むまちづくり
　　（学校教育と青少年教育の充実、芸術文化の振興、生涯スポーツの推進など）
学校用務員配置事業 784 万円 小中学校全校に用務員を配置します。

外国語指導助手招致事業 1,511 万円 英語教育の充実および国際教育の推進を図ります。

遠距離通学児童対策事業 2,840 万円 小学校のスクールバス運行業務委託、通学費の補助を行い
ます。

遠距離通学生徒対策事業 2,788 万円 中学校のスクールバス運行業務委託、発着所借上料および
通学費の補助を行います。

特別支援教育支援員配置事業 2,634 万円 個別支援を必要とする児童生徒の学校生活や学習上の支援
を行うため、特別支援教育支援員を配置します。

興津集会所整備事業 1 億 454 万円 興津集会所の老朽化に伴い、元興津中学校を改修し、興津
集会所を移転するための改修工事を実施します。

５．効率的な行財政と市民との協働によるまちづくり
　　（市民参加と協働の推進、時代に即した行政運営など）

まちづくり活動推進事業 506 万円
青少年による市民活動団体や地縁組織団体が新たに取り組むまち
づくり活動を支援し、市民のまちづくりへの参加意識の高揚を促
進します。

移動市役所設置事業 257 万円 各地区を車両で巡回し、各種証明書の交付や各種申請の受け付け
および取次ぎのほか、税および手数料などの収納などを行います。

その他
国民健康保険特別会計繰出金 2 億 2,754 万円 国民健康保険の財政安定化および事務費として一般会計か

ら繰り出す予算です。

後期高齢者医療特別会計繰出金 8,216 万円 後期高齢者医療特別会計の基盤安定に係る経費と職員給与
等事務費として一般会計から繰り出す予算です。

介護保険特別会計繰出金 3 億 4,637 万円
介護保険の給付費に対する繰出金や低所得者の保険料軽減
に伴う繰出金と、職員給与等事務費として一般会計から繰
り出す予算です。

夷隅郡市広域市町村圏事務
組合負担金 4 億 5,194 万円 夷隅郡市が共同で行う、常備消防や病院群輪番制病院運営

事業などに係る負担金です。

勝浦市土地改良区補助金等 5,146 万円 優良農地の土地改良事業の事業主体である勝浦市土地改良
区への補助金です。
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保健だより
申込・問合せ　介護健康課　健康管理係　☎７３−６６１４

　

「
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
フ
ラ
ン
ス

人
ベ
ル
ナ
デ
ッ
ト
・
ド
・
ガ
ス
ケ
女
医
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
た
姿
勢
と
呼
吸
か
ら
骨
盤
底
筋
群

に
働
き
か
け
る
身
体
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
女

性
が
一
生
を
通
し
て
自
ら
の
骨
盤
底
筋
を
保
護

す
る
こ
と
、
そ
れ
が
尿
・
便
失
禁
や
子
宮
脱
な

ど
骨
盤
底
機
能
不
全
症
の
予
防
に
つ
な
が
る
と

い
う
考
え
方
で
す
。

　

体
を
ゆ
る
や
か
に
動
か
す
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

で
、
「
骨
盤
の
ゆ
が
み
」
「
腰
痛
」
「
便
秘
」

「
尿
漏
れ
」
の
予
防
や
「
ス
ト
レ
ス
解
消
」
に

も
一
役
買
い
ま
す
。

　

参
加
費
は
無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

日
程
（
す
べ
て
水
曜
）

５
月
15
日
、
６
月
19
日
、
７
月
10
日
、
８
月

21
日

受
付　

９
時
40
分
～

時
間　

10
時
～
11
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
和
室

対
象
者　

産
後
健
診
で
医
師
か
ら
問
題
な
し
と

言
わ
れ
た
産
後
２
～
７
カ
月
く
ら
い
ま
で
の

親
子

　

ま
た
は
、
産
後
１
年
前
後
の
産
婦
で
ご
本
人

の
み
で
参
加
可
能
な
方

定
員　

８
人
程
度
（
先
着
）

持
ち
物

　

バ
ス
タ
オ
ル
３
枚
（
本
人
と
赤
ち
ゃ
ん

用
）
、
水
分
補
給
で
き
る
も
の
、
母
子
手

帳
、
運
動
し
や
す
い
服
装
、
赤
ち
ゃ
ん
の
オ

ム
ツ
や
玩
具

※
保
険
料
１
回
３
０
０
円
を
徴
収
し
ま
す
。

※
生
後
２
～
７
カ
月
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
同
伴

に
つ
い
て
は
見
守
り
を
行
い
ま
す
。

　

亀
田
総
合
病
院
の
産
後
骨
盤
ケ
ア
チ
ー
ム
に

よ
る
指
導
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
こ
の
分
野
を
専

門
と
す
る
ス
タ
ッ
フ
（
す
べ
て
女
性
）
が
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

消
化
器
外
科
医

　

高
橋　

知
子 

先
生

助
産
師　

　

三
國　

和
美 
先
生

理
学
療
法
士

　

須
貝　
　

朋 
先
生

理
学
療
法
士

　

安
倍　

美
紀 

先
生

申
込
・
問
合
せ

▽
勝
浦
市
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」

　

☎
73

−

５
５
８
８

▽
福
祉
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73

−

６
６
１
８

○：１日　午前：午前のみ診療

市内医療機関 ゴールデンウイーク中の診療日情報
　４月２７日から５月６日までの市内各医療機関の診療日は、下記の表のとおりとなり
ます。
　詳細は各医療機関にお問い合わせください。そのほか、夷隅郡内の医療機関については、
夷隅医師会ホームページで確認できます。

病院名
4 月 5 月

27 28 29 30 1 2 3 4 5 6

勝浦整形外科クリニック 〇 　 　 〇 　 〇 〇 〇 　 〇

越後貫医院 午前 　 　 〇 　 　 　 　 　 　

勝浦眼科医院 午前 　 　 　 　 午前 　 　 　 　

塩田病院 午前 　 　 〇 〇 〇 　 　 　 　

川上医院 午前 　 　 〇 午前 〇 　 　 　 　

長島医院 午前 　 　 　 　 　 　 　 　 　

産
後
ゆ
る
や
か
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　～
自
分
で
で
き
る
ガ
ス
ケ
ア
プ
ロ
ー
チ
～
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肺
炎
球
菌
と
は
？

　
　

肺
炎
球
菌
と
は
、
主
に
気
道
の
分
泌

物
に
含
ま
れ
る
細
菌
で
、
だ
液
な
ど
を

通
じ
て
飛
沫
感
染
し
ま
す
。
ま
た
、
免

疫
の
働
き
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
の
方

に
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま

す
。
主
な
病
気
と
し
て
、
肺
炎
、
呼
吸

器
感
染
症
、
副
鼻
腔
炎
、
中
耳
炎
、
髄

膜
炎
、
菌
血
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
接
種
期
限

　

２
０
２
０
年
３
月
31
日
ま
で

費
用

　

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
う
ち
、　

　

２
，
０
０
０
円
を
助
成

※
予
防
接
種
費
用
は
医
療
機
関
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　
　

２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

が
65
、
70
、
75
、
80
、
85
、
90
、
95
歳

の
方
と
１
０
０
歳
以
上
の
市
内
在
住
の

方
（
下
記
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
過
去
に
勝
浦
市
の
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
た
方
は
、
対

象
外
と
な
り
ま
す
。

※
対
象
者
の
方
に
は
４
月
中
に
予
診
票

（
紫
色
）
と
案
内
文
を
送
付
し
ま
す
。

※
接
種
期
限
内
に
勝
浦
市
に
転
入
し
、
対

象
と
思
わ
れ
る
方
は
、
市
民
課
健
康
管

理
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
60
～
64
歳
の
方
で
も
、
心
臓
・
腎
臓
・

呼
吸
器
お
よ
び
、
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ

ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有

す
る
方
（
障
害
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る

方
）
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

移
行
期
間
を
延
長

　
　

平
成
26
年
10
月
１
日
か
ら
、
高
齢
者
肺
炎

球
菌
予
防
接
種
が
、
国
の
定
め
る
「
定
期
予

防
接
種
」
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

平
成
30
年
度
ま
で
は
移
行
期
間
と
し
て
毎
年

の
年
度
末
に
65
歳
か
ら
５
歳
刻
み
で
１
０
０

歳
に
な
る
方
を
対
象
と
し
ま
し
た
が
、
こ
の

措
置
を
さ
ら
に
５
年
間
延
長
し
ま
し
た
。

対
象
者
年
齢
表

　

（
２
０
２
０
年
４
月
１
日
現
在
）

【各種健康相談】
▽親子ひろば
□対 ０歳～就学前のお子さま（一部には個別通知あり）
□日 ５月１６日㈭
□受 １０：００～１１：００
□場 キュステ
□持 母子健康手帳、アンケート（一部の方のみ）、
　フェイスタオル

▽子育て相談ぐんぐん（心理発達の相談）
□対 就学前のお子さま
□日 ５月２９日㈬　　□受 １３：００～１５：３０
□場 こども館　※要予約
□持 母子健康手帳、問診票

※平成３１年４月から「親子ひろば」、｢お誕生教室｣
および ｢すくすく教室｣ は、「木曜日」に実施します。
よろしくお願いいたします。

以下については対象者に個別通知します。
▽すくすく教室
□対 Ｈ２８年１０月～１１月生まれの方
□日 ５月１６日㈭　　□受 １３：３０～１５：００
□場 キュステ
□持 母子健康手帳、アンケート、使用中の歯ブラシ、
　フェイスタオル

▽１歳６カ月児健康診査
□対 Ｈ２９年１０月～１１月生まれの方
□日 ５月１７日㈮　　□受 １２：４５～１３：００
□場 キュステ
□持 母子健康手帳、問診票、使用中の歯ブラシ

▽３歳児健康診査
□対 Ｈ２７年１０月～１１月生まれの方
□日 ５月１７日㈮　　□受 １３：０５～１３：２０
□場 キュステ
□持 母子健康手帳、問診票、尿、使用中の歯ブラシ、
　フェイスタオル

年
齢

対
象
者
年
齢
表

65
歳

昭
和
29
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
30
年
４
月
１
日
生

70
歳

昭
和
24
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
25
年
４
月
１
日
生

75
歳

昭
和
19
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
20
年
４
月
１
日
生

80
歳

昭
和
14
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
15
年
４
月
１
日
生

85
歳

昭
和
９
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
５
年
４
月
１
日
生

90
歳

昭
和
４
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

昭
和
１
年
４
月
１
日
生

95
歳

大
正
13
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

大
正
14
年
４
月
１
日
生

１
０
０
歳

大
正
８
年
４
月
２
日
生
～

　
　
　
　

大
正
９
年
４
月
１
日
生

１
０
０
歳
以
上
大
正
８
年
４
月
１
日
以
前
生
～

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
接
種
を

　
　高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

す
る
方
（
障
害
手
帳
１
級
を
所
持
し
て
い
る
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【平成３０年度までの納期】
納　期 １期（暫定） ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
納付月 ５月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

【今年度からの納期】
納　期 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期
納付月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

　勝浦市では平成３０年度まで、４月から本算定までの間の医療機関への支払い額を確保する目的など
から５月に仮算定（暫定賦課）による課税を実施してきましたが、財政運営の都道府県化に伴い、年度
当初の財源確保が不要となったことおよび事務の効率化を図ることなどから、仮算定（暫定賦課）によ
る課税は行わないことといたしました。つきましては、７月に国民健康保険税の算定を実施し、期割を
７月から翌年２月までの８回といたします。納税通知書や納付書は、７月中旬に送付する予定です。

　

平
成
31
年
１
月
に
実
施
し
た
年
金
出
張
相

談
会
が
、
好
評
に
よ
り
平
成
31
年
度
か
ら
定

期
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
！

　

年
金
の
受
給
な
ど
に
関
す
る
相
談
や
各
種

手
続
き
な
ど
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
の

機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
先
着
順
（
定
員

15
人
）
で
の
完
全
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

千
葉
年
金
事
務
所
に
よ
る

　
　
　
　
　
　「年
金
出
張
相
談
会
」を
開
催
し
ま
す
！

国民健康保険税の仮算定（暫定賦課）方式を廃止
納期は７月から翌年２月の８回へ

相
談
時
間

　10
時
～
15
時

会
場　

勝
浦
市
役
所
４
階
大
会
議
室

※
７
月
23
日
は
、
勝
浦
市
役
所
１
階
市
民
・

税
務
相
談
室
お
よ
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
相
談
室

相
談
内
容　
「
厚
生
年
金
の
各
種
請
求
」、「
年

金
の
加
入
記
録
の
確
認
」、「
年
金
の
受
給

（
見
込
）
額
」
な
ど
年
金
の
給
付
に
関
す
る

こ
と
。（
一
部
を
除
く
）

申
込
先　

千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
４

　

９
時
～
17
時
（
予
約
受
付
時
間
）

※
相
談
希
望
者
お
よ
び
配
偶
者
の
「
氏
名(

旧

姓)

」・「
生
年
月
日
」・「
住
所
」・「
基
礎
年

金
番
号
」・「
相
談
の
内
容
」・「
電
話
番
号
」

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
予
約
受
付
期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

定
員　

先
着
15
人

持
参
す
る
物　

①
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

②
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類
（
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
市
民
課
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
年
金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

　

 https://w
w

w
.nenkin.go.jp/

問
合
せ

▽
市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
73

−

６
６
１
１

▽
千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
０

HP

出張相談日 予約受付期間

５月２１日（火） ４月２２日（月）～　５月１４日（火）

７月２３日（火） ６月１４日（金）～　７月 ９日（火）

９月２４日（火） ８月 ９日（金）～　９月１０日（火）

１１月１９日（火） １０月１１日（金）～１１月　５日（火）

１月２１日（火） １２月１３日（金）～　１月　７日（火）

３月２４日（火） ２月１４日（金）～　３月１０日（火）
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市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
作
物
被
害

を
防
止
す
る
た
め
、
平
成
31
年
度
の
「
鳥
獣

被
害
防
止
柵
設
置
事
業
」
と
「
狩
猟
免
許
取

得
促
進
事
業
」
の
事
業
申
請
を
受
け
付
け
し

て
い
ま
す
。

鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業

▽
事
業
対
象
者　

自
ら
農
林
産
物
を
生
産
し

て
い
る
農
業
者
で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い

方
（
１
軒
で
も
申
請
で
き
ま
す
）

▽
事
業
に
よ
り
柵
を
設
置
で
き
る
土
地

　

勝
浦
市
内
の
耕
作
が
可
能
な
農
地
、
ま
た
は

タ
ケ
ノ
コ
を
収
穫
す
る
た
め
に
適
正
に
管
理

さ
れ
て
い
る
竹
林

▽
補
助
率

　

購
入
価
格
（
税
抜
き
）
の
２
分
の
１
以
内

（
補
助
金
の
上
限
は
10
万
円
と
し
、
１
万
円

未
満
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
）

▽
事
業
採
択
基
準
（
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
）

・
柵
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る
土
地
の
所
有
権

を
有
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
は
貸
借
契
約
に

よ
る
利
用
権
を
有
し
、
土
地
所
有
者
の
同
意

を
得
て
い
る
こ
と
。

・
設
置
し
た
土
地
お
よ
び
柵
に
つ
い
て
、
電
気

柵
は
８
年
、
金
網
柵
は
14
年
以
上
、
適
正
に

耕
作
・
管
理
が
行
え
る
こ
と
。

▽
申
請
に
必
要
な
添
付
書
類

①
鳥
獣
被
害
防
止
柵
を
設
置
す
る
位
置
が
分
か

る
地
図

②
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
資
材
購
入
費
の
見
積
書

被
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

　
　
　
　
　
　
　
　

   

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

被
害
防
止
柵
の
設
置
・
わ
な
免
許
の
取
得
に

　
　
　
　
　
　
　
　

   

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

③
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
仕
様
（
部
材
の
規
格
、

数
量
な
ど
）
が
分
か
る
カ
タ
ロ
グ
な
ど

④
鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
設
置
を
予
定
し
て
い
る

土
地
の
写
真

⑤
勝
浦
市
鳥
獣
被
害
防
止
柵
設
置
事
業
の
実
施

に
係
る
同
意
書
（
土
地
所
有
権
を
有
し
な
い

場
合
）

※
申
請
の
前
に
購
入
し
た
電
気
柵
は
対
象
外
で

す
。
ま
た
詳
し
い
採
択
要
件
に
つ
き
ま
し
て

は
農
林
水
産
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
取
得
促
進
事
業

▽
事
業
対
象
者　

市
が
行
う
有
害
鳥
獣
の
捕

獲
事
業
に
参
加
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

新
た
に
わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る
勝
浦

市
民
の
方
で
、
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
方　

▽
補
助
の
対
象　

わ
な
猟
免
許
の
新
規
取
得

に
か
か
る
初
心
者
狩
猟
講
習
受
講
料
お
よ
び

狩
猟
免
許
試
験
申
請
費
用

▽
補
助
率　

３
分
の
２
以
内

※
補
助
金
の
交
付
は
狩
猟
免
許
試
験
に
合
格
さ

れ
た
場
合
の
み
と
な
り
ま
す
。
ま
た
申
請
を

希
望
さ
れ
る
方
は
夷
隅
地
域
振
興
事
務
所
で

の
免
許
試
験
の
受
付
後
に
農
林
水
産
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
狩
猟
免
許
試
験
に
関
す
る
ご
相
談
は
夷
隅
地

域
振
興
事
務
所
（
☎
82
‐
２
４
５
１
）
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
３
５

※機械作業は、区画整理地または同等程度の圃場を想定。
この賃金は標準的な賃金ですので、地域の実情によりお互い話し合いの上、行ってください。
平成３１年４月１日から適用されます。
※耕作をしていない農地は草刈りなどの適正な管理をお願いします。
問合せ　農業委員会事務局 　☎７３－６６３７

平成31年度勝浦市農作業別標準賃金ならびに機械による標準農作業料金
今年の標準額が決まりました。内容は下表のとおりです。

作業区分 賃　　金 備　　考
水田作業 7,800 円 １日当たり、実労働時間は８時間とし食事代は含みません。畑 作 業 7,500 円

１．農作業別標準賃金

作業区分 機械種別 料　　金 備　　考

水田耕起 耕 運 機 7,000 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。
（耕起深度１５センチ以上）トラクター 6,000 円

水田代かき 耕 運 機 7,400 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。
（２回を基準）トラクター 6,500 円

あぜ塗り トラクター 60 円 １ｍ当たり
植　　付 田 植 機 7,000 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。

刈取脱穀
コンバイン 17,200 円 １０アール当たり、人付作業料金で食事代は含みません。

（脱穀後の籾の搬送は含まない）バインダー（刈取） 8,300 円
ハーベスター（脱穀） 6,200 円

乾燥調整 2,800 円 １俵当たり（籾摺り 800 円含む）
育　　苗 874 円 （硬化苗）１箱当たり

２．機械による標準農作業料金

相
談
内
容　
「
厚
生
年
金
の
各
種
請
求
」、「
年

金
の
加
入
記
録
の
確
認
」、「
年
金
の
受
給

（
見
込
）
額
」
な
ど
年
金
の
給
付
に
関
す
る

こ
と
。（
一
部
を
除
く
）

申
込
先　

千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

☎
０
４
３

−

２
４
２

−

６
３
２
４

　

９
時
～
17
時
（
予
約
受
付
時
間
）

※
相
談
希
望
者
お
よ
び
配
偶
者
の
「
氏
名(

旧

姓)

」・「
生
年
月
日
」・「
住
所
」・「
基
礎
年

金
番
号
」・「
相
談
の
内
容
」・「
電
話
番
号
」

を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※
予
約
受
付
期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

定
員　

先
着
15
人

持
参
す
る
物　

①
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許

証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）

②
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
書
類
（
年
金
手

帳
や
年
金
証
書
、
ね
ん
き
ん
定
期
便
な
ど
）

※
代
理
人
に
よ
る
相
談
を
ご
希
望
の
場
合
は

委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
市
民
課
窓

口
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
日

本
年
金
機
構
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。）

　

 https://w
w

w
.nenkin.go.jp/

問
合
せ

▽
市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎
73

−

６
６
１
１

▽
千
葉
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
４
３

−
２
４
２

−

６
３
２
０
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勝
浦
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た

３
カ
所
の
史
料
が
新
た
に
加
わ
る

菅
原
神
社
拝
殿
及
び
幣
殿 

附 

宮
殿
１
棟 

棟

札
２
枚
（
大
楠
）

　

菅
原
神
社
は
、
元
和
元

年
（
１
６
１
５
年
）
当
区

の
向
小
羽
戸
天
神
塚
よ
り

移
転
建
立
さ
れ
、
そ
の
後

何
度
か
被
災
し
、
焼
失
や

破
損
が
あ
っ
た
が
、
嘉
永

２
年
（
１
８
４
９
年
）
茅

葺
き
で
新
築
再
興
さ
れ
、

昭
和
12
年
（
１
９
３
７
年
）
一
部
改
修
と
同

時
に
瓦
葺
き
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

社
殿
は
入
母
屋
造
り
で
前
面
に
一
間
の
唐

破
風
付
の
向
拝
が
付
き
、
拝
殿
後
方
背
面
の

突
出
部
の
幣
殿
内
に
本
殿
に
該
当
す
る
宮
殿

（
一
間
社
流
造
）
を
安
置
し
た
形
式
で
、
社
殿

全
体
に
豊
富
な
彫
刻
が
施
さ
れ
、
拝
殿
の
向

拝
中
備
の
「
親
子
龍
」
裏
面
に
「
江
都
彫
物

元
祖
嶋
村
俊
元
八
代
目
淺
草
神
田
川
住　

嶋

村
俊
正
（
落
款
）」
の
刻
銘
、
拝
殿
と
幣
殿
境

の
虹
梁
上
の
欄
間
に
「
彫
工　

房
州
住　

後

藤
傳
吉
郎
住
兼
（
花
押
）」、
ま
た
昭
和
12
年

に
屋
根
を
瓦
葺
き
改
造
し
た
時
の
棟
札
に
は

「
彫
刻
師　

嶋
村
光
晴　

東
海
村
」
の
刻
銘
が

確
認
で
き
ま
す
。

　

社
殿
の
彫
物
は
、
向
拝
正
面
虹
梁
場
の
中

備
「
親
子
龍
」
と
左
右
の
柱
に
付
く
木
鼻
の

「
振
向
獅
子
」
は
江
戸
の
彫
工
嶋
村
俊
正
が
て

が
け
、
ま
た
向
拝
唐
破
風
の
懸
魚
「
鳳
凰
鳥
」、

妻
飾
り
「
雲
に
麒
麟
」
と
、屋
根
四
方
の
懸
魚
、

「
雲
に
鶴
・
松
に
鷹
」
な
ど
４
枚
は
長
志
（
い

す
み
市
）
の
彫
刻
師
・
二
代
目
嶋
村
光
晴
の

作
で
あ
り
、
ま
た
向
拝
柱
虹
梁
面
の
「
波
に

犀
」
の
浮
彫
と
手
肘
木
「
波
に
箕
亀
」、
手
挟

「
松
に
孔
雀
、松
に
鶴
」（
４
枚
）
の
籠
彫
り
は
、

後
藤
住
兼
の
得
意
と
す
る
題
材
で
手
間
を
掛

け
た
彫
で
す
。

　

内
法
長
押
上
に
は
、
江
戸
彫
り
の
見
事
な

彫
刻
欄
間
18
枚
（
14
枚
が
俊
正
、
拝
殿
裏
左

右
と
幣
殿
背
面
の
４
枚
を
住
兼
）
が
付
き
、

社
殿
外
廻
り
の
丸
柱
の
頭
貫
木
鼻
に
獅
子
頭

（
住
兼
作
）
10
頭
を
つ
け
、
組
物
間
を
花
鳥
と

雲
の
蟇
股
で
飾
り
、
社
殿
左
右
は
後
藤
住
兼

の
「
獅
子
の
子
落
し
」、「
瀧
獅
子
」
の
脇
障

子
で
飾
る
な
ど
、
江
戸

末
期
の
装
飾
豊
か
な
社

殿
で
あ
り
、
江
戸
の
彫

物
大
工
の
一
大
流
派
、

嶋
村
家
八
代
目
嶋
村
俊

正
が
制
作
し
た
彫
物
が

付
く
貴
重
な
社
殿
で

す
。

旧
江
澤
家
文
書 

附 

豊
浜
小
学
校
関
係
資
料
57
点

　

こ
の
史
料
群
は
全
体
で
１
８
３
点
あ
り
、

内
容
と
し
て
部
原
村
名
主
江
澤
家
で
作
成
さ

れ
た
御
用
留
や
巡
検
使
御
用
留
、
日
記
な
ど

の
史
料
と
豊
浜
小
学
校
の
学
務
関
係
の
資
料

に
大
別
さ
れ
、
こ
の
豊
浜
小
学
校
は
、
創
立

に
部
原
地
区
の
江
澤
家
が
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
更
に
史
料
の
中
に
は
豊
浜
村
誌
や
郷
土

調
査
関
係
の
物
が
数
点
あ
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
宝
暦
12
年
（
１
７
６
２
）
～
明

治
21
年
（
１
８
８
８
）
の
間
の
江
澤
家
お
よ

び
部
原
村
の
行
政
・
経
済
・
産
業
・
生
活
と
い
っ

た
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
、
当
時
の
漁
村
の

様
子
を
詳
し
く
示
す
、
千
葉
県
下
で
も
数
少

な
い
史
料
群
で
、
特
に
日
記
は
当
時
の
世
相
・

習
慣
が
詳
密
に
書
か
れ
て
お
り
、
重
要
な
史

料
で
す
。

繋
船
柱
碑
（
妙
覚
寺
山
門
前
）（
興
津
）

　
「
繋
船
柱
碑
」
は
、
興
津
港
海
浜
公
園
に
一

基
、
妙
覚
寺
境
内
に
一
基
ず
つ
保
存
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
新
た
に
妙
覚
寺
山
門
前
に
あ
る

繋
船
柱
碑
が
指
定
さ
れ
、
３
基
と
な
り
ま
し

た
。

　

興
津
港
は
江
戸
時
代
、
東
北
諸
藩
の
廻
米

交
易
船
の
停
泊
地 

と
し
て
、
ま
た
避
難
港
と

し
て
多
く
の
船
が
入
港
し
ま
し
た
。
付
近
に

は
、
今
で
も
「
千
軒
」「
三
味
線
堀
」
な
ど
の

地
名
が
あ
り
、
繁
栄
ぶ
り
が
し
の
ば
れ
ま
す
。

諸
藩
の
中
で
も
、
特
に
仙
台
藩
は
こ
こ
に
役

所
を
設
け
、
連
絡
や
取
り
締
ま
り
に
あ
た
り

ま
し
た
。

　

繋
船
柱
は
船
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め
の
も
の

で
、
石
巻
産
の
粘
板
岩
（
仙
台
石
）
で
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
以
前
は
、
弁
天
崎
の
磯
際
に
十

数
本
並
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
73

−

６
６
６
5

嶋村俊正 作嶋村光晴 作

後藤傳吉郎住兼 作
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日
時　

４
月
28
日
㈰　

10
時
～
15
時

場
所　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

明
治
２
年
奥
州
出
征
絵
巻
物
（
ハ
ー
マ
ン
号

事
件
に
関
す
る
絵
巻
物
）
が
生
存
者
の
一
人
、

里
範
九
郎
の
ひ
孫
で
あ
る
里
美
裕
子
氏
か
ら
勝

浦
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
絵
巻
物
は
里
範
九
郎
の
証
言
に
よ
り
作

成
さ
れ
た
物
で
幅
42
㎝
長
さ
約
６
ｍ
あ
り
、
当

時
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
一
度
ご
覧
に
な
っ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
６
5

　

自
治
会
な
ど
の
地
縁
組
織
や
自
主
的
に

組
織
さ
れ
た
地
縁
関
連
団
体
が
行
う
「
ま

ち
づ
く
り
活
動
」
へ
の
支
援
を
目
的
と
し

て
、
平
成
27
年
12
月
に
創
設
し
た
住
民
主

導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
を
実
践
す
る

「
水
土
里
の
郷
大
森
（
大
森
区
）」、「
勝
浦

ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
（
勝
浦
区
・

墨
名
区
）」、「
鵜
原
区
」
の
３
団
体
に
よ

る
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会

を
３
月
17
日
㈰
に
開
催
し
ま
し
た
。

水
土
里
の
郷
大
森
（
大
森
区
）

　

限
界
集
落
へ
の
危
機
感
か
ら
、
15
年

後
の
未
来
を
見
据
え
た
魅
力
あ
る
中
山

間
地
域
を
目
指
し
、
散
歩
や
ト
レ
イ
ル

ラ
ン
が
で
き
る
よ
う
な
遊
歩
道
の
開
発

の
着
手
な
ど
、
自
然
が
豊
か
な
里
山
と

し
て
訪
れ
て
み
た
い
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

勝
浦
ア
ク
テ
ィ
ブ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

（
勝
浦
区
・
墨
名
区
）

　

市
の
木
「
あ
じ
さ
い
」
の
配
置
や
地

域
の
に
ぎ
わ
い
を
目
指
し
た
「
夏
の
竹

灯
り
」
な
ど
の
地
域
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
、
地
域
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活

動
へ
の
参
加
促
進
や
地
域
を
訪
れ
た

人
々
に
対
す
る
「
お
も
て
な
し
」
精
神

寄
贈
さ
れ
た
ハ
ー
マ
ン
号
絵
巻
物
を

　
　
　
　

     

キ
ュ
ス
テ
で
展
示
し
ま
す

　

戊
辰
の
役
で
旧
幕
府
軍
の
榎
本
武
揚
は
函
館

の
五
稜
郭
に
拠
っ
て
官
軍
に
抵
抗
し
、
維
新
政

府
か
ら
鎮
圧
を
命
ぜ
ら
れ
た
津
軽
藩
も
容
易
に

平
定
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
た
め
津
軽
藩

は
藩
主
の
実
兄
が
熊
本
藩
主
で
あ
っ
た
縁
故
を

頼
り
援
助
を
要
請
。
明
治
２
年
２
月
13
日
（
旧

歴
１
月
２
日
）
援
軍
は
米
国
汽
船
黒
船
ハ
ー
マ

ン
号
を
雇
っ
て
隊
長
、
寺
尾
九
郎
右
衛
門
以
下

３
５
０
人
が
米
国
船
員
80
人
と
と
も
に
品
川
を

出
発
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
深
夜
、
川
津
沖
の
岩
礁
地
で
漁
師
が

「
関
東
の
鬼
ヶ
島
」
と
呼
ぶ
難
所
で
大
暴
風
雨

に
遭
い
座
礁
沈
没
。
川
津
の
住
民
は
救
助
活
動

に
あ
た
り
ま
し
た
が
２
３
０
人
あ
ま
り
の
犠
牲

者
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
報
告
会

　

　
　～
住
民
主
導
型
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
～

の
向
上
を
図
り
、
勝
浦
を
魅
力
あ
る
街
、

訪
れ
た
い
街
、
住
み
た
い
街
と
す
る
た

め
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

鵜
原
区

　

鵜
原
理
想
郷
な
ど
の
地
域
資
源
を

最
大
限
に
活
か
し
、
50
年
ぶ
り
に
鵜

原
の
海
で
実
施
し
た
地
引
網
体
験
を
は

じ
め
、
漁
船
遊
覧
体
験
な
ど
の
新
た
な

観
光
事
業
の
掘
り
起
こ
し
の
ほ
か
、
他

地
域
の
先
進
事
例
の
視
察
を
通
じ
た
研

修
会
を
開
催
す
る
な
ど
持
続
可
能
な
体

制
づ
く
り
に
向
け
た
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

市
で
は
、
平
成
31
年
度
も
ま
ち
づ
く
り

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
支
援
を
実
施

い
た
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
団
体
は
、
自

治
会
単
位
ま
た
は
地
縁
に
よ
る
５
人
以
上

で
組
織
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
課
地
方
創
生
戦
略
班

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
５
０

ハ
ー
マ
ン
号
事
件
と
は
？
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　郁
文
小
学
校
閉
校
式

　新
た
な
時
代
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ

ウ
ン
が
聞
こ
え
始
め
た
平
成
31
年

３
月
16
日
。
こ
の
日
、
市
内
の
伝

統
あ
る
小
学
校
が
１
２
４
年
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　勝
浦
市
立
郁
文
小
学
校
。
学
問

の
大
切
さ
を
説
い
た
論
語
「
郁
郁

乎
文
哉
（
い
く
い
く
こ
と
し
て
ぶ

ん
な
る
か
な
）」
の
一
節
か
ら
命

名
さ
れ
、
明
治
28
年
に
創
立
。
当

時
は
串
浜
と
松
部
の
分
教
場
で
授

業
が
行
わ
れ
、
明
治
34
年
に
現
在

の
場
所
へ
校
舎
が
新
築
さ
れ
、
２

つ
の
分
教
場
を
移
転
統
合
。
以
後
、

時
代
の
流
れ
の
中
で
何
度
か
の
改

称
を
経
て
、
昭
和
33
年
の
市
制
施

行
と
と
も
に
、
勝
浦
市
立
郁
文
小

学
校
と
な
り
ま
し
た
。

　「
助
け
あ
い
、
高
め
あ
い
、
た

く
ま
し
い
、
郁
文
っ
子
の
育
成
」

を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
先
生
方
の

質
の
高
い
熱
心
な
指
導
と
、
地
域

の
方
々
の
力
強
い
支
え
も
あ
り
、

こ
れ
ま
で
に
４
８
０
５
人
も
の
卒

業
生
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　閉
校
式
当
日
も
、
会
場
と
な
っ

た
体
育
館
に
用
意
さ
れ
た
席
は

び
っ
し
り
と
埋
ま
り
、
参
加
者
全

員
で
校
歌
を
斉
唱
す
る
姿
は
、
い

か
に
こ
の
学
校
が
地
域
の
方
々
に

と
っ
て
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
か

を
物
語
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

愛
さ
れ
続
け
た
郁
文
小
学
校
も
、

近
年
の
少
子
高
齢
化
や
過
疎
化
の

波
に
は
あ
ら
が
え
ず
、
昭
和
９
年

に
は
４
５
０
人
在
籍
し
て
い
た
児

童
が
、
平
成
元
年
に
は
１
２
４
人

ま
で
減
少
し
、
平
成
30
年
度
は
18

人
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　平
成
31
年
４
月
か
ら
勝
浦
市
立

勝
浦
小
学
校
と
統
合
と
な
り
ま
し

た
が
、
郁
文
小
学
校
の
歴
史
と
伝

統
は
、
い
つ
ま
で
も
色
あ
せ
る
こ

と
な
く
、
地
域
の
人
々
の
心
に
刻

ま
れ
続
け
ま
す
。

【
閉
校
時
】

▽
勝
浦
市
立
郁
文
小
学
校

　海
老
根
秀
昭
校
長

　児
童
数
18
人

　（
う
ち
卒
業
生
５
人
）

一．

明
治
の
昔
郁
文
と

　
　名
も
な
つ
か
し
い
学
校
が

　
　浜
辺
の
村
に
建
て
ら
れ
た

　
　あ
あ
郁
文

　
　僕
ら
の
私
の
郁
文
校

二．

砂
子
の
浦
風
吹
き
通
う

　
　き
れ
い
な
丘
に
立
ち
並
ぶ

　
　校
舎
は
世
界
を
結
ぶ
家

　
　あ
あ
郁
文

　
　僕
ら
の
私
の
郁
文
校

三．

黒
潮
通
う
沖
見
れ
ば

　
　正
し
く
強
く
育
て
よ
と

　
　大
波
小
波
が
寄
せ
て
来
る

　
　あ
あ
郁
文

　
　僕
ら
の
私
の
郁
文
校

　
　作
詞
・
作
曲

　神
鳥

　高
光

郁
文
小
学
校  

校
歌

い
つ
ま
で
も
校
風
か
ぐ
わ
し
く

閉校記念碑

校歌斉唱校旗返納

郁
文
小
学
校
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Katsuura 
Topics

Katsuura Topics

　勝浦市から２人の女性が自衛隊に入隊することと
なり、３月１９日、市役所で激励会が行われました。勝
浦市自衛隊協力会（猿田寿男会長）が発足して以来、
初の女性隊員となった二人は、「つらいこともあると
思うが、めげることなく芯のある自衛官になりたいで
す」「小さいころからの夢がかなうので、とても楽しみ
です」と、それぞれ抱負を述べました。

　ようやく暖かな日差しが届き始めた３月１７日、
２０１５年に発足した勝浦市音楽協会に所属する
サークルのうち、８団体が集結し、第１回「かつうら音
楽フェスタ」がキュステで開催されました。
　参加した各団体はそれぞれ、日頃の音楽活動でつち
かった実力をいかんなく披露。歌や筝（そう・こと）、
吹奏楽などさまざまな「音」が観客の皆さんを優しく
包み込み、感嘆の声や大きな拍手を誘い出していまし
た。

　３月２５日、国道２９７号松野バイパス第２工区
（松野 ‐ 杉戸間１．９キロ）の完成記念式典が行わ
れました。式典には工事関係者や地元の方などを含
むおよそ５０人が参加。安全祈願やテープカットを
行って開通を祝いました。今回の開通により、道幅の
狭い松野地区の国道を迂

うか い

回できるため歩行者の安全
性向上や、夏場に発生する松野交差点付近の渋滞緩
和などが期待されます。

松野‐杉戸間が開通

松野バイパス完成記念式典

新たなステージでの活躍を

自衛隊入隊予定者激励会
記念すべき第１回！

かつうら音楽フェスタ開催

　千葉県沿岸小型漁船漁業協同組合所属の植村順一
さん（新官）と、夷隅地区漁協女性部連絡協議会所属
の渡邉美惠子さん（浜勝浦）が第２４回全国青年･女
性漁業者交流大会で「全国漁業協同組合連合会会長
賞」を受賞しました。植村さんは、広域（御宿から鴨
川）で水揚げされるキンメダイのブランド化を進め
た取り組みについて、渡邉さんは、浜の知恵を伝える
新たな魚食普及の取り組みについて発表され、今回
の受賞となりました。

漁業への取り組みを発表

全国の舞台で栄えある受賞

猿田市長より記念品を贈呈

受賞した渡邉さん（左）と植村さん（右）

響き渡るハーモニー

開通を祝うテープカット
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Ｗａｋü
Ｗａｋü

受付期間　４月２６日（金）
　９時から受付開始（定員になり次第募集終了）
　※受付期間は全教室共通、締切日は設けません。
申込・問合せ　芸術文化交流センター　☎７３－１００１

あなたにぴったりがきっとみつかる
わ　　  く　　　  わ　　  く

キュステＷａｋüＷａｋü♪
　　   カルチャースクール

～春の新教室第２弾～

世
界
の
パ
ン
を
作
っ
て
み
よ
う

本
格
紅
茶
レ
ッ
ス
ン

　
　

～K
üste de T

eatim
e

～

　

日
本
で
も
お
な
じ
み
の
、
世

界
の
食
卓
に
並
ぶ
さ
ま
ざ
ま
な

パ
ン
を
作
る
ク
ッ
キ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
す
！

　

パ
ン
が
大
好
き
、
焼
い
て
み

た
い
、
誰
か
に
食
べ
て
も
ら
い

た
い
。
そ
う
思
っ
て
い
る
そ
こ

の
あ
な
た
、
こ
の
春
か
ら
パ
ン

作
り
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？
自
分
で
こ
ね
た
パ
ン
生

地
が
発
酵
し
、
焼
き
あ
が
る
様
を
眺
め
る
こ
と
は
、
パ

ン
作
り
の
醍
醐
味
で
す
！
さ
ぁ
、
一
緒
に
パ
ン
作
り
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

▽
金
曜
ク
ラ
ス
（
全
５
回
）

日
程　

５
月
10
日
、
６
月
７
日
、
７
月
12
日
、

　
　
　

８
月
９
日
、
９
月
６
日

時
間　

18
時
～
21
時

定
員　

12
人

▽
土
曜
ク
ラ
ス
（
全
５
回
）

日
程　

５
月
11
日
、
６
月
８
日
、
７
月
13
日
、

　
　
　

８
月
10
日
、
９
月
７
日

時
間　

13
時
～
16
時

定
員　

12
人

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
（
高
校
生
以
上
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
な
ど

材
料
費　

１
回
１
，
８
０
０
円
程
度

講
師　

佐
久
間　

美
幸

　
　

 

（
「
ミ
ー
の
パ
ン
教
室
」
主
宰
）

　

繊
細
で
爽
や
か
な
香
り
と
、
カ
ッ
プ
を
輝
か
せ

る
淡
い
オ
レ
ン
ジ
色
。
移
ろ
い
ゆ
く
季
節
に
思
い

を
馳
せ
な
が
ら
、
美
味
し
い
紅
茶
で
春
を
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？
紅
茶
の
美
味
し
い
入
れ
方
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
世
界
三
大
銘
茶
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

な
ど
な
ど
紅
茶
の
魅
力
を
余
す
こ
と
な
く
ご
堪
能

い
た
だ
け
る
、
そ
ん
な
教
室
で
す
。

日
程　

５
月
12
日
㈰
、
６
月
９
日
㈰
、

　
　
　

７
月
７
日
㈰
（
全
３
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学
生
以
上

の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

持
ち
物　

筆
記
用
具
・
お
気
に
入
り
の
テ
ィ
ー

カ
ッ
プ
・
ソ
ー
サ
ー
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

材
料
費　

１
，
５
０
０
円

講
師　

長
谷
川　

真
紀

　
　

 

（
君
津
市
～Tea R

oom
 Ellie

～
）
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完成品イメージ

　

勝
浦
集
会
所
で
大
人
気
の
ヨ
ー
ガ
教
室

が
キ
ュ
ス
テ
に
出
張
教
室
を
開
き
ま
す
！

親
子
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
に
効
果
的
と
巷
で

大
流
行
し
て
い
る
親
子
ヨ
ガ
。

　

今
年
の
『
こ
ど
も
の
日
』
は
親
子
一
緒

に
ヨ
ガ
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？
心
も

身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
る
こ
と
間
違

い
な
し
で
す
♪

日
程　

５
月
５
日
㈰
（
全
１
回
）

時
間　

10
時
～
11
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
１
階
大
会
議
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員　

10
組

保
険
料　

１
人
50
円

持
ち
物　

運
動
し
や
す
い
服
装
・
水
分
補

給
用
の
ド
リ
ン
ク
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
お

子
様
は
大
き
め
の
バ
ス
タ
オ
ル
も
可
）

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
を
ご
希
望
の

場
合
は
お
申
し
込
み
時
に
お
伝
え
く
だ

さ
い
（
１
枚
３
０
０
円
）
。

講
師　

髙
梨　

朋
子

　
　

 

（
マ
リ
ブ
ポ
イ
ン
ト
）

生
け
花
教
室

　

～
基
本
か
ら
自
由
花
ま
で

色
々
い
け
ま
し
ょ
う
！
～

カ
ラ
オ
ケ
☆
虎
の
巻

　

～
歌
う
こ
と
を
、

　
　
　
　

も
っ
と
楽
し
く
。
～

つ
ま
み
細
工
教
室

　

～
お
花
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
～

こ
ど
も
の
日
特
別
企
画

　
　

親
子
で
ヨ
ー
ガ
教
室
！

　

日
本
の
伝
統
芸
能
「
つ
ま
み
細
工
」
。

江
戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
技
法
で
、
和
服
な

ど
に
似
合
う
髪
飾
り
、
簪

か
ん
ざ
しで

使
わ
れ
て
い

る
技
術
で
す
。

　

今
回
の
教
室
で
は
「
つ
ま
み
細
工
入
門

編
」
と
し
て
、
可
愛
い
お
花
の
ア
ク
セ
サ

リ
ー
を
お
作
り
頂
き
ま
す
。

　

簡
単
に
作
れ
る
の
で
、
小
さ
な
お
子
様

で
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
、
も
ち
ろ

ん
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
♪

日
程　

５
月
15
日
㈬
、５
月
29
日
㈬
、

　
　
　

６
月
12
日
㈬
、６
月
26
日
㈬

　
　
　

（
全
４
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
多
目
的
室

対
象　

市
内
在
住・在
勤・在
学
で
小
学
生
以

上
の
方（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

８
組

材
料
費　

１
，５
０
０
円

講
師　

小
沢　

未
央
子

　
　
　
（
袖
ヶ
浦
市　

こ
ぐ
ま
や
の
せ
か
い
）

　

満
開
の
花
も
、

そ
し
て
散
り
ゆ
く

花
も
、
同
じ
命
。

等
し
く
か
け
が
え

の
な
い
も
の
だ
と

考
え
、
自
分
で
生

け
あ
げ
た
花
の
命

の
移
ろ
い
を
最
後

ま
で
見
届
け
、
時

節
の
移
り
変
わ
り
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
が
生
け
花
の
魅
力
。
さ
あ
、

皆
さ
ん
も
花
の
あ
る
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
程　

５
月
12
日
㈰
、
６
月
９
日
㈰
、

　
　
　

７
月
７
日
㈰
、
８
月
11
日
㈰
、

　
　
　

９
月
８
日
㈰
、
10
月
19
日
㈯

　
　
　

（
全
６
回
）

時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
調
理
室

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学

生
以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

持
ち
物　

花
鋏
、
花
合
羽

　
　
　

 

（
お
花
を
包
む
も
の
）

材
料
費　

１
回
１
，
３
０
０
円
程
度

講
師　

関
野　

汀
華

　
　

 

（
勝
浦
市
華
道
連
盟
）

　

「
音
痴
の
私
で

も
カ
ラ
オ
ケ
を
楽

し
め
る
か
な
？
」

「
カ
ッ
コ
良
く
歌

え
る
よ
う
に
な
り

た
い
！
」
「
歌

は
苦
手･

･
･

で

も
、
宴
会
や
パ
ー

テ
ィ
ー
で
１
曲
は
歌
え
る
よ
う
な
り
た

い
！
」
「
発
声
の
基
本
を
知
り
た
い
！
」

と
い
う
あ
な
た
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま
せ
ん
。
歌
謡
曲
・
演

歌
・
Ｊ
‐
Ｐ
Ｏ
Ｐ ･

ジ
ャ
ズ
・
童
謡
、
な

ん
で
もShall w

e sing??

日
程　

５
月
13
日
㈪
、
５
月
20
日
㈪
、

　
　
　

５
月
27
日
㈪
、
６
月
３
日
㈪
、

　
　
　

６
月
10
日
㈪
（
全
５
回
）

時
間　

10
時
～
12
時

（
第
３
回
目
の
み
14
時
～
16
時
）

場
所　

キ
ュ
ス
テ
２
階
多
目
的
室

（
最
終
回
の
み
ホ
ー
ル
）

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
小
学

生
以
上
の
方
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

定
員　

15
人

受
講
費　

無
料

講
師　

石
井　

和
里

　
　

 

（
い
し
い
音
楽
教
室
主
宰
）
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申込・問合せ　生涯学習課　☎７３－６６６５

知識を深め、仲間との交流を広げてみませんか？

2019年度
「教育委員会各種教室」参加者募集！

▽婦人学級　
対象：総野地区在住の女性　定員：６０人
女性の生き方と地域のかかわりを知り、人生を豊かに生きる
ための学習をします。

期日 学習内容 形態 場所

　５月２３日㈭ 開講式
生活習慣病予防と食事 実習 総野小学校

家庭科室

　６月２６日㈬ 災害に備える
～地域防災について～ 講話 総野集会所

　８月２８日㈬ スマホ・ケータイ安全
教室 実技 総野集会所

１０月２９日㈫ 見聞を広めよう 野外
学習

京成バラ園
ヤクルト工場

１２月上旬 市政から学ぼう 議会
傍聴 市役所

　１月２２日㈬ 女性のための健康体操
（３Ｂ体操） 実技 総野集会所

期日 学習内容 形態 場所

　５月１４日㈫ 開講式
「防犯・安全教室」 講話 市役所

　６月　４日㈫
　６月　７日㈮
　６月１１日㈫
　６月１３日㈭

見聞を広める
歴史遺産、文化施設等
の見学

野外
学習

葛西臨海水
族園
浦安市郷土
博物館

　９月　６日㈮ 地域の理解を深める
「勝浦の歴史や文化」 講話 市役所

１０月１５日㈫
１０月１６日㈬

健康の増進を図る
（パークゴルフ） 実技 勝浦パーク

ゴルフ場

１１月　７日㈭ 生きがいと健康
「健康体操」大学教授

講話
実技 市役所

１２月　７日㈯ 高齢者の健康（医師）
閉講式 講話 市役所

▽高齢者学級
対象：６０歳以上の方　定員：１２０人
生きがいをもって充実した生活が送れるよう、教養を高め、
健康を増進し、高齢期の生活への理解を深めます。

学級 期間 場所 回数

市内幼稚園・
各 小 学 校・
中学校

４月～３月
体育館、
グラウンド
会議室など

それぞれ 1回
の家庭教育学
級を実施

▽家庭教育学級
心身ともに健康で豊かな子どもを育てるため、家庭教育
の重要さの理解および家庭の教育力の向上を図ります。

期日 学習内容 形態 場所

　５月２９日㈬ 開講式
おしゃべりパーク 座談会 キュステ

　７月　３日㈬ 体を動かそう　ヨガ 実技 キュステ

　９月　４日㈬ 食を楽しく 調理
実習 キュステ

１０月　９日㈬ いっしょにつくろう
ボタニカルキャンドル 実技 キュステ

１１月１６日㈯ 見聞を広めよう 野外
学習

築地
場外市場

　２月　８日㈯ 作ってみよう（お菓子）
閉講式 実技 キュステ

▽大洋家庭教育学級
対象：子を持つ親　定員：６０人
我が子が洋々たる海原のように、心身ともに健康で心た
くましく育つことを願い、親自身の向上、親の役割を学
びます。

内容 期日 回数 会場（予定）

磯の生き物探訪 ６月 １回 海の博物館周辺の磯

ふるさと歴史
ウォーキング 年間 ２回 市外２回

▽その他の教室
地域の皆さんにご協力いただき、土曜日 ･日曜日などを
利用して､ 下記の教室を開催します。
申込方法など、詳しくは、後日お知らせします。
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相談日

５月

まずは相談してみませんか？
悩みごと、わからないことなど、
お気軽に相談を

※市役所の閉庁日は、土曜日・日曜日・祝日・年末年始（１２月２９日～１月３日）です。

相　　談　　名

日（曜日） 時　間 場　所 問合せ（電話番号）

合同相談（行政相談・人権相談・心配ごとの相談など）

　７日（火）

１３時～１５時（受付時間）

市役所 福祉課　　　　 （７３－６６２１）

１４日（火） 保健福祉センター 社会福祉協議会（７３－６１０１）

２８日（火） 上野集会所 企画課　　　　 （７３－６６５７）

市民法律相談（予約制・先着順５人まで・１人につき３０分間）

　９日（木）
１３時～１６時 市役所 総務課（７３－６６４６）

２３日（木）

家庭教育相談（家庭教育問題）

月・火・木・金曜日 ８時３０分～１６時 生涯学習課 生涯学習課（７３－６６６５）

学校教育に関する相談

月～金曜日 ８時３０分～１６時 学校教育課 学校教育課（７３－６６６４）

交通事故巡回相談（予約制、予約は相談日の２日前（土日・祝日除く）までにお願いします）

２８日（火） １０時～１５時 市役所 総務課（７３－６６４０）

消費生活相談

月～金曜日 ９時～１６時３０分
電話相談 千葉県消費者センター

（０４７－４３４－０９９９）土曜日 ９時～１６時

損害保険に関する相談、トラブル解決機関（電話および面談）

祝日を除く
月～金曜日 ９時１５分～１７時 そんぽＡＤＲセンター

東京
日本損害保険協会　そんぽＡＤＲセンター東京

（０５７０－０２２－８０８）

女性のための総合相談

祝日を除く
火～日曜日 ９時３０分～１６時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４－７１４０－８６０５）

男性のための総合相談

祝日を除く
火・水曜日 １６時～２０時 電話相談 千葉県男女共同参画センター

（０４３－２８５－０２３１）

精神障害者の自立・社会参加に関する相談

土・日・祝・
年末年始を除く毎日 １０時～１６時 大多喜町上原７８６ いすみ地域活動支援センターレインボー

（８２－２２２０）

ちばライフサポートセンター　くらし何でも相談

祝日を除く
月～金曜日 １０時～１７時 電話相談 （社）千葉県労働者福祉協議会

（０１２０－５３－４１４１）

千葉南東部地域若者サポートステーション（若者の就労・自立の支援）（予約制）

祝日を除く
月～金曜日 ９時３０分～１６時３０分 茂原市役所 千葉南東部地域若者サポートステーション

（０４７５－２３－５５１５）

２４時間健康相談ダイヤル

年中無休 ２４時間対応 電話相談 ０１２０－１４３－２５１

電話de詐欺（振り込め詐欺）専用ダイヤル

祝日を除く
月～金曜日 ８時３０分～１７時１５分 電話相談 電話 de 詐欺専用ダイヤル

（０１２０－４９４－５０６）
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MY STAGE
▽
形
競
技

小
学
生
低
学
年
男
子

　

優　

勝　

金
坂　
　

晴
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

大
野　

琥
珀
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

相
川　

央
佑
（
鴨
川
協
武
会
）

小
学
生
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

岩
佐
夏
帆
美
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

小
高
よ
つ
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

神
馬　

李
桜
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

小
学
生
中
学
年
男
子

　

優　

勝　

金
坂
ひ
な
た
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

鈴
木　

愛
虎
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

東　
　

奏
仁
（
茂
原
武
道
館
）

小
学
生
中
学
年
女
子

　

優　

勝　

冨
塚　

千
鶴
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

佐
野
理
央
奈
（
武
道
会
連
合
導
技
館
）

　

３　

位　

黒
岩　

真
弥
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

小
学
生
高
学
年
男
子

　

優　

勝　

春
山　

幸
輝
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

森　
　

一
眞
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

三
橋　

聖
哉
（
茂
原
武
道
館
）

１号広告　４. ５ｃｍ×８. ５ｃｍ　１０，０００円（１５，０００円）
２号広告　４. ５ｃｍ×１ ７ ｃｍ 　 ２０，０００円（３０，０００円）
３号広告　　  ９ｃｍ×８. ５ｃｍ　２０，０００円（３０，０００円）

問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７

広 報 か つ う ら
広告の規格・料金

（　）内は市外の方の料金

あなたのお店を宣伝してみませんか？有料広告募集中

第
28
回
「
勝
浦
市
空
手
道
大
会
」

小
学
生
高
学
年
女
子

　

優　

勝　

菊
池　

晴
香
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

小
高
こ
と
は
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

３　

位　

吉
野
菜
々
子
（
茂
原
武
道
館
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

鈴
木　

真
翔
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

準
優
勝　

武
部　

颯
輝
（
葵
會
館
）

　

３　

位　

藤
川　
　

凌
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

中
学
生
女
子

　

優　

勝　

井
桁　

芽
香
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

大
木　

愛
子
（
茂
原
武
道
館
）

　
▽
組
手
競
技

小
学
生
低
学
年
男
子

　

優　

勝　

冨
塚　

大
輝
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

大
野　

琥
珀
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

相
川　

央
佑
（
鴨
川
協
武
会
）

　
　
　
　
　

高
橋　

颯
生
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

小
学
生
低
学
年
女
子

　

優　

勝　

志
賀
あ
か
り
（
鴨
川
協
武
会
）

　

準
優
勝　

村
田　

海
花
（
三
芳
空
手
煌
拳
塾
）

　

３　

位　

米
倉　

叶
望
（
茂
原
武
道
館
）

小
学
生
中
学
年
男
子

　

優　

勝　

沼
津　

輝
良
（
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

細
谷　

健
心
（
武
道
会
連
合
導
技
館
）

　

３　

位　

鈴
木
隆
太
郎
（
茂
原
武
道
館
）

　
　
　
　
　

宮
本
悠
太
郎
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

小
学
生
中
学
年
女
子

　

優　

勝　

冨
塚　

千
鶴
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

　

準
優
勝　

佐
野
理
央
奈
（
武
道
会
連
合
導
技
館
）

　

３　

位　

宇
野　

友
徠
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

小
学
生
高
学
年
男
子

　

優　

勝　

春
山　

幸
輝
（
茂
原
武
道
館
）

　

準
優
勝　

小
関　

呂
偉
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）

　

３　

位　

三
橋　

聖
哉
（
茂
原
武
道
館
）

小
学
生
高
学
年
女
子

　

優　

勝　

宮
嵜　

柚
和
（
武
道
会
連
合
導
技
館
）

　

準
優
勝　

吉
野
菜
々
子
（
茂
原
武
道
館
）

　

３　

位　

菊
池　

晴
香
（
一
宮
空
手
道
教
室
）

中
学
生
男
子

　

優　

勝　

武
部　

颯
輝
（
葵
會
館
）

　

準
優
勝　

鈴
木　

真
翔
（
武
道
会
連
合
龍
神
館
）

　

３　

位　

藤
川　
　

凌
（
剛
柔
流
空
手
道
有
心
会
）
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市
俳
句
会

春
雪
や
教
会
の
鐘
な
り
響
く

大
野

　廣
美

思
い
出
は
心
の
支
へ
蓬
餅

酒
井

　良
司

石
け
り
を
す
る
子
も
な
く
て
土
筆
ん
坊

田
中

　一
生

転
読
で
経
典
た
た
く
春
の
音

大
井

　光
晴

虞
美
人
草
千
倉
の
海
に
船
一
艘

北
条

　杜
岡

古
ひ
い
な
店
主
と
共
に
年
重
ね

関
野

　汀
華

春
あ
ら
し
荒す
さ

び
海
鳴
り
ひ
び
き
く
る藤

井

　和
子

勝
浦
や
駐
在
所
に
も
吊
る
し
雛

田
邊

　観
潮

俳
句
（
一
般
）

眼
裏
に
母
の
か
ん
ば
せ
雛
納

江
澤

　茂
子

山
と
山
の
薄
き
架
け
橋
春
の
虹

久
我

　マ
ツ
子

山
寺
に
人
の
声
あ
り
春
彼
岸

野
村

　育
男

山
路
来
て
初
音
に
足
を
う
ば
わ
れ
り篠

原

　一
代

水
ぬ
る
み
土
の
中
か
ら
ふ
き
の
と
う鎗

田

　幸
雄

市
短
歌
会

カ
ー
テ
ン
が
微
か
に
揺
れ
て
寝
息
聞
こ
ゆ

　シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
相
部
屋
の
夜

那
須
真
治

日
日
ご
と
に
言
葉
の
増
え
ゆ
く
孫
抱
き
て

　緩
り
陽
の
も
と
「
だ
る
ま
さ
ん
」
読
む

大
槻
晏
子

歌
び
と
の
朗
読
あ
り
し
芸
達
者

　笑
み
を
た
た
え
て
コ
ケ
ッ
コ
ー
と
鳴
く

藤
江
あ
け
み

天て
ん
そ
う窓
よ
り
差
し
来
る
ひ
か
り
蒼
白
く

　午
前
三
時
の
冴
ゆ
る
月
み
ゆ

遠
藤
久
子

幾
世
か
の
人
の
眼

ま
な
こ

に
見
つ
め
ら
れ

　雛
ひ
い
な

飾
り
の
か
ん
ざ
し
ゆ
る
る

岩
崎
千
恵

弥
生
の
日
「
月
の
沙
漠
」
の
鳴
る
町
で

　海
の
色
し
た
つ
る
し
雛
に
会
ふ

黒
沼
令
子

も
う
少
し
こ
の
ま
ま
が
い
い
春
の
雨

　母
を
ホ
ー
ム
に
見
送
り
し
の
ち

渡
辺
洋
子

磯
の
香
の
旬
の
若
布
は
熱
湯
で

　み
ど
り
鮮
や
か
早
春
の
色

松
村
憲
子

去
年
の
初は

る春
歩
き
し
こ
の
路
冬
枯
れ
の

　柴し
ば
き木

の
乱
れ
肩
に
触
れ
く
る

小
沢
き
み
枝

挿
し
て
は
や
十
日
過
ぎ
た
る
桃
の
花

　ち
さ
き
雛
段
に
ほ
ろ
り
と
散
り
ぬ吉

野
佳
世
子

孫
と
行
く
歌
舞
伎
を
観
ら
れ
る
幸
せ
と

　相
次
ぐ
友
の
訃
報
に
沈
む

佐
藤
歌
子

忘
れ
な
き
八
年
前
の
大
津
波

　母
共
ど
も
に
涙
で
見
入
る

細
野
千
枝
子

蕗
の
と
う
選
び
つ
出
荷
の
手
に
染
み
る

　寒
の
つ
め
た
さ
春
を
告
ぐ
る
香

里
見
絹
枝

幼
子
の
忘
れ
ゆ
き
た
る
風
船
が

　日
毎
し
ぼ
み
て
淋
し
さ
を
云
う

鈴
木
芳
子

衣
食
住
足
り
て
虐
待
あ
と
立
た
ず

　情
こ
こ
ろ

の
闇
を
照
ら
す
灯ひ

欲
し

海
老
根
し
げ

短
歌
（
一
般
）

い
ぬ
ふ
ぐ
り
は
っ
ふ
っ
ほ
っ
と
笑
う
蕗
の
薹

　静
ま
る
寺
の
俄
か
に
さ
や
ぐ

梅
園
妙
子

ゆ
る
や
か
な
る
季と

き節
の
流
れ
に
草
花
は

　姿
を
変
え
る
色い

ろ彩
の
マ
ジ
シ
ャ
ン西

川
八
重
子

國
思
ひ
民
を
思
ひ
て
打
電
せ
し

　世
界
戦
史
そ
の
名
を
と
ど
む

福
山
富
二

※
お
願
い

　

誤
植
を
避
け
る
た
め
、
投
稿
に
際
し
て
は
、「
楷
書
」
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
５
月
17
日
発
行
号
は
４
月
25
日
ま
で
に
投
稿
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

あなたのお店を宣伝してみませんか？

勝浦市公式ホームページ
バナー広告募集

掲載料　市内の方　　６，０００円（１ヵ月）
　　　　市外の方　１０，０００円（１ヵ月）
問合せ　企画課広報統計係　☎７３－６６５７

広
告
枠
は
こ
ち
ら
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インフォメーションガーデン

新垣さんと守屋さん

『
勝
浦
市
婚
活
支
縁
員
』と
は
…

　

結
婚
を
希
望
す
る
未
婚
者
の
方
へ

の
出
会
い
か
ら
結
婚
相
談
、
婚
活
イ

ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
や
参
加
の
働
き

か
け
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
お
手

伝
い
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
活
動
内
容

①
未
婚
者
男
女
の
出
会
い
の
機
会

の
仲
介

②
未
婚
者
男
女
へ
の
出
会
い
に
関

す
る
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
提
供
お

よ
び
参
加
の
働
き
か
け

③
未
婚
者
男
女
の
交
際
か
ら
結
婚

に
至
る
ま
で
の
支
援
活
動

④
そ
の
他
、
結
婚
を
望
む
人
を
支

援
す
る
活
動

▽
応
募
要
件

・
市
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳
以
上

の
方

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
が

で
き
る
方

・
業
と
し
て
結
婚
相
談
ま
た
は
結

婚
紹
介
を
行
わ
な
い
方

・
勝
浦
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規

定
す
る
暴
力
団
員
な
ど
に
該
当

し
て
い
な
い
方

　災害危険箇所や防災情報を更新した防災ブック改
定版をみなさまのお宅に配布いたしました。
　新しい知見やデータに基づき、土砂災害警戒区域
や津波浸水想定区域、避難場所、家具転倒防止策
や防災アプリ・防災メールの
登録方法などを掲載していま
す。ご家族みなさまでご確認
いただき、災害時にすぐに行
動できるように備えておきま
しょう。

問合せ　総務課消防防災係
　　　　☎７３－６６４０

　平成３１年７月３０日任期満了による勝浦市長
選挙を次のとおり予定しています。
告示日（候補者届出日）　６月３０日（日）
選挙の期日（投票日）　　７月　７日（日）

　また、立候補予定者説明会を次のとおり開催し
ます。
日　時　５月２４日（金）
　　　　１３時３０分～
場　所　市役所４階　４０２・４０３会議室
内　容　立候補の手続きや選挙運動などについて

問合せ　選挙管理委員会　☎７３－６６４７

～
婚
活
支
縁
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
～

“
勝
浦
市
婚
活
支
縁
員
”を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

身
近
に
い
る
結
婚
を
希
望
す
る
未
婚
の
方
を
応
援
し
ま
せ
ん
か
？

▽
登
録
期
間

　

登
録
の
日
か
ら
１
年
を
経
過
し
た

日
の
属
す
る
年
度
末
日
（
更
新
可
）

▽
応
募
に
必
要
な
書
類

①
「
勝
浦
市
婚
活
支
縁
員
」
登
録

申
請
書

②
誓
約
書

③
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
・

健
康
保
険
証
な
ど
の
写
し
）

※
「
登
録
申
請
書
・
誓
約
書
」
用

紙
は
勝
浦
市
芸
術
文
化
交
流
セ
ン

タ
ー
窓
口
ま
で
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

ご
婚
約
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

『
婚
活
支
縁
員
』の
支
縁
実
績

　

２
０
１
７
年
に
創
設
し
約
２
年

間
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

30
～
40
歳
代
中
心
の
男
女
12
人
の

「
婚
活
支
縁
員
」
の
皆
さ
ん
。

　

結
婚
相
談
か
ら
マ
ッ
チ
ン
グ
（
お

見
合
い
）、
恋
活/

婚
活
イ
ベ
ン
ト

の
企
画
・
運
営
な
ど
に
よ
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で
未
婚
の
方
を

支
縁
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ

の
支
縁
活
動
に
よ
り
２
組
の
カ
ッ

プ
ル
が
ご
婚
約
を
さ
れ
ま
し
た
。

（
※
２
０
１
９
年
３
月
末
現
在
）

男
性
：
守
屋 

誠
さ
ん
（
勝
浦
市
）

女
性
：
新
垣 

真
奈
美
さ
ん

　
　
　
（
神
奈
川
県
）

　

２
０
１
９
年
５
月
入
籍
（
予
定
）

　
「
婚
活
支
縁
員
」の
皆
さ
ん
の
企
画

に
よ
り
２
０
１
８
年
２
月
に
開
催
し

た
恋
活
／
婚
活
イ
ベ
ン
ト『
寺
コ
ン

in
妙
海
寺
』で
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

男
性
：
Ｓ
さ
ん
（
勝
浦
市
）

女
性
：
Ｅ
さ
ん
（
茂
原
市
）

　

２
０
２
０
年
１
月
入
籍
・
挙
式

　
（
予
定
）

　

２
０
１
８
年
に
勝
浦
市
結
婚
相

談
所
に
登
録
さ
れ
、「
婚
活
支
縁
員
」

の
皆
さ
ん
に
よ
る
結
婚
相
談
・
マ
ッ

チ
ン
グ
（
お
見
合
い
）
で
ご
縁
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
問
合
せ

　

芸
術
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　

☎
73

−

１
０
０
１

一度ご確認を！

防災ブックが
新しくなりました

「勝浦市長選挙の期日」と
「立候補予定者説明会」の開催
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お
知
ら
せ

勝
浦
市
営
住
宅
入
居
者

募
集
の
お
知
ら
せ

 「
施
術
利
用
券
」の

交
付
に
つ
い
て

７
０
０
M
H
z（
メ
ガ
ヘ

ル
ツ
）
利
用
推
進
協
会
に

よ
る
テ
レ
ビ
受
信
障
害

対
策
に
つ
い
て

 「
入
湯
券
」の
交
付
に
つ
い
て

　

市
で
は
勝
浦
市
営
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

募
集
市
営
住
宅
の
場
所

　

勝
浦
市
沢
倉　

旭
ヶ
丘
第
１
団
地

　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）

入
居
資
格

①
原
則
と
し
て
、
市
内
に
住
所
を
有

す
る
方

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ
と

③
そ
の
方
の
収
入
が
公
営
住
宅
法
施

行
令
で
定
め
る
金
額
を
超
え
な
い

こ
と

④
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方

⑤
申
込
人
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

　

市
で
は
、
施
術
利
用
券
（
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
、
１
カ

月
１
枚
、
１
年
度
12
枚
を
限
度
）
を

交
付
し
ま
す
。

　

申
請
の
あ
っ
た
月
分
か
ら
の
交
付

で
す
の
で
、
早
め
に
高
齢
者
支
援
課

の
窓
口
か
、
移
動
市
役
所
で
申
請
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
券

を
利
用
で
き
る
業
者
は
、「
市
に
登

録
さ
れ
た
業
者
」
に
限
り
ま
す
。

対
象
者

　

65
歳
以
上
の
方

※
今
年
度
中
に
65
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

て
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

助
成
額

　

１
枚
８
０
０
円

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
身
分
を
証

明
で
き
る
も
の
、
印
鑑
（
ス
タ
ン

プ
印
不
可
）

申
請
・
問
合
せ

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
73

−

６
６
１
５

玉田　忠一さん（串浜）

　勝浦市人権擁護委員として２期（６年）、
活動にご尽力いただいた加藤ひろ子さん
の後任として、４月１日付けで新たに
玉田忠一さん（串浜）が法務大臣から
委嘱されました。任期は３年です。

　

市
で
は
、
市
が
指
定
し
た
施
設
を

利
用
で
き
る
入
湯
券（
10
枚
を
限
度
）

を
申
請
に
よ
り
交
付
し
ま
す
。
申
請

の
あ
っ
た
月
分
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す

の
で
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
者
支
援
課
、
移
動
市
役
所
、

　

携
帯
電
話
で
の
新
し
い
電
波
利
用

開
始
に
と
も
な
い
、
テ
レ
ビ
受
信
障

害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。（
映

像
が
乱
れ
る
、
映
ら
な
い
な
ど
）

　

受
信
障
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
地
域
の
方
へ
は
、
別
途
、
お

知
ら
せ
を
投
函
の
う
え
、
対
策
員
が

訪
問
し
て
作
業
内
容
を
説
明
し
、
了

解
を
い
た
だ
い
た
上
で
対
策
作
業
を

行
い
ま
す
。
対
策
員
は
、
身
分
証
明

書
を
所
持
し
て
い
ま
す
。
不
審
に
感

る
家
族
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

※
住
宅
へ
の
入
居
申
込
が
多
数
の
場

合
は
２
人
以
上
の
親
族
の
世
帯
を

優
先
し
ま
す
。

申
込
方
法

「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
に
次

の
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
す
る

こ
と
。

①
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
市
町
村

民
税
の
所
得
証
明
書

②
入
居
応
募
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

※
「
市
営
住
宅
入
居
申
込
書
」
は
市

役
所
都
市
建
設
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
。

申
込
期
限　

５
月
10
日
㈮
ま
で

問
合
せ

　

都
市
建
設
課
都
市
計
画
係

　

☎
73

−
６
６
２
７

４月から人権擁護委員に

興
津
集
会
所
、
社
会
福
祉
協
議
会
の

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の

場
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
入
湯
料
金
に
つ
き
ま
し
て

は
施
設
側
に
一
部
負
担
い
た
だ
く
な

ど
、
ご
厚
意
に
よ
り
無
料
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

対
象
者

　

70
歳
以
上
の
方

　

70
歳
未
満
の
身
体
障
害
者
の
方

※
今
年
度
中
に
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
る
方
は
、
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ

て
か
ら
の
申
請
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

保
険
証
や
免
許
証
な
ど
、
身
分
を

証
明
で
き
る
も
の

申
請
・
問
合
せ

▽
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
73

−

６
６
１
５

じ
ら
れ
た
際
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
７
０
０

M
H
z
利
用
推
進
協
会
の
対
策
員

か
ど
う
か
を
お
調
べ
し
ま
す
。

　

受
信
障
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の

あ
る
地
域
の
方
へ
は
、
二
つ
折
り
の

お
知
ら
せ
（
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
み
な

さ
ま
へ
）
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
テ
レ

ビ
映
像
に
影
響
が
生
じ
た
場
合
は
、

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
新
し
い
電
波
利
用
開

始
に
よ
る
影
響
が
疑
わ
れ
る
場
合

は
、
速
や
か
に
回
復
作
業
に
お
伺
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
対
策
作
業
お
よ
び
回
復

作
業
で
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
費
用
は
す

べ
て
当
協
会
が
負
担
い
た
し
ま
す
。

詐
欺
行
為
や
悪
徳
商
法
に
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

※
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
光
ケ
ー
ブ
ル

で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
場
合
は
影
響

あ
り
ま
せ
ん
。

※
Ｂ
Ｓ
／
Ｃ
Ｓ
放
送
に
影
響
が
出
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

７
０
０
M
H
z
受
信
障

害
対
策
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
９
時

～
22
時
：
年
中
無
休
）

▽
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０

−

７
０
０

−

０
１
２

▽
つ
な
が
ら
な
い
場
合
（
有
料
）

☎
０
５
０

−

３
７
８
６

−

０
７
０
０
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インフォメーションガーデン

ヤ
マ
ビ
ル
と
は
？

　

約
２
～
７
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程

度
の
山
林
や
湿
地
に
生
息
す
る
ヒ

ル
で
、
焦
げ
茶
色
の
細
い
身
体
に

黒
い
縦
じ
ま
が
３
本
入
っ
て
い
ま

す
。
体
表
に
は
多
く
の
突
起
物
が

あ
り
、
そ
こ
で
人
間
か
ら
発
せ
ら

れ
る
二
酸
化
炭
素
や
振
動
、
に
お

い
、
熱
な
ど
を
感
知
し
、
シ
ャ
ク

ト
リ
ム
シ
の
様
に
移
動
し
、
服
や

靴
の
隙
間
か
ら
入
り
吸
血
し
ま
す
。

吸
血
時
に
ヒ
ル
ジ
ン
と
い
う
痛
み

を
無
く
す
成
分
を
出
す
た
め
、
吸

血
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
ず

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
吸

血
さ
れ
る
と
約
１
、２
時
間
は
血
が

止
ま
ら
ず
、
そ
の
後
強
い
か
ゆ
み

が
数
日
間
続
き
ま
す
。

ヤ
マ
ビ
ル
を住

み
に
く
く
さ
せ
る
に
は

　

ヤ
マ
ビ
ル
が
活
発
に
活
動
す
る

の
は
４
月
か
ら
10
月
頃
の
気
温
が

20
度
以
上
に
な
る
時
期
で
、
特
に

雨
上
が
り
や
湿
気
の
多
い
場
所
を

好
み
ま
す
。

逆
に
乾
燥
し
た
場
所
を
苦
手
と

し
て
い
る
た
め
、
落
ち
葉
の
掃
除

・道路の穴あきや陥没などの損傷
・道路側溝の詰り
・通行に支障がある場合
 （倒木、落石、車からの落下物など）
※補修して欲しい道路が国道・県道か市道かわから

ない場合は、当担当で確認し国道・県道なら夷隅
土木事務所へご要望を連絡いたします。

連絡先
▽該当箇所が市道の場合
　都市建設課管理係　　　☎７３－６６２８
▽該当箇所が国道・県道の場合
　夷隅土木事務所維持課　☎６２－３３１３

こ
れ
か
ら
の
季
節
ご
注
意
を
！

　
　
　

ヤ
マ
ビ
ル
対
策
し
て
い
ま
す
か
？

や
草
刈
り
を
行
い
日
当
り
や
風
通

し
を
良
く
し
、
地
面
を
乾
燥
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
乾
燥
さ
せ
た
地
面
に

ヤ
マ
ビ
ル
用
忌き

ひ避
剤
（
ヒ
ル
避
け

ス
プ
レ
ー
）
な
ど
を
散
布
す
る
と

よ
り
効
果
が
あ
り
ま
す
。

ヤ
マ
ビ
ル
に
よ
る被

害
を
防
ぐ
に
は

　

ヤ
マ
ビ
ル
は
少
し
の
隙
間
で
も

侵
入
す
る
た
め
、
生
息
域
に
入
る

際
は
靴
と
足
の
隙
間
を
で
き
る
だ

け
な
く
し
、
肌
を
露
出
す
る
服
装

は
避
け
ま
し
ょ
う
。
長
靴
を
履
き
、

ズ
ボ
ン
の
裾
を
長
靴
に
入
れ
、
長

靴
の
足
首
付
近
に
ヤ
マ
ビ
ル
専
用

の
忌
避
剤
や
木も

く
さ
く酢
液
な
ど
を
染
み

こ
ま
せ
た
布
を
巻
く
と
防
除
効
果

が
上
が
り
ま
す
。
忌
避
剤
や
木
酢

液
な
ど
は
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
農

協
で
購
入
が
で
き
ま
す
が
、
用
意

で
き
な
い
場
合
は
濃
度
20
％
の
食

塩
水
を
使
用
し
て
も
忌
避
効
果
が

得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
吸
血
さ
れ
て
い
て
も
ほ

と
ん
ど
痛
み
を
感
じ
な
い
た
め
ヤ

マ
ビ
ル
が
付
着
し
て
い
な
い
か
、

こ
ま
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ヤ
マ
ビ
ル
に
吸
血
さ
れ
た
ら

１
吸
血
し
て
い
る
ヒ
ル
を
す
ぐ
に

除
去
し
て
下
さ
い
。
引
っ
張
っ

て
無
理
に
剥
が
す
の
で
は
な
く
、

塩
や
虫
除
け
ス
プ
レ
ー
を
直
接

ヒ
ル
に
か
け
、
自
分
か
ら
剥
が

れ
落
ち
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

２
こ
れ
以
上
被
害
を
増
や
さ
な
い

た
め
に
、
除
去
し
た
ヒ
ル
は
必

ず
そ
の
場
で
退
治
し
ま
し
ょ
う
。

３
ヤ
マ
ビ
ル
が
吸
血
時
に
出
す
ヒ

ル
ジ
ン
と
い
う
物
質
を
傷
か
ら

血
と
一
緒
に
絞
り
出
し
て
お
け

ば
、
治
癒
が
早
い
で
す
。

４
傷
口
は
流
水
で
洗
い
、
虫
刺
さ

れ
や
か
ゆ
み
止
め
の
軟
膏
を
塗

布
し
た
後
、
絆
創
膏
で
保
護
し

て
く
だ
さ
い
。

※
吸
血
後
の
症
状
に
よ
っ
て
は
、

医
師
の
診
察
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

農
林
水
産
課
農
林
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
３
５

道路のことで困ったら 
　　そんな時はご連絡を！
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４
月
１
日
か
ら
、
運
転
経
歴
証

明
書
の
提
示
で
、
割
引
後
料
金
の

２
０
０
円
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

運
転
経
歴
証
明
書
と
は
、
運
転
免
許

 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
の
４
月

30
日
お
よ
び
５
月
２
日
は
、
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
を
臨
時
運
行
し
ま
す
。

 

な
お
、
４
月
30
日
第
１
便
の
利
用

予
約
は
４
月
27
日
ま
で
に
、
５
月
２

日
第
１
便
は
４
月
30
日
ま
で
に
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
２
便
か
ら
６
便

の
予
約
に
つ
い
て
は
当
日
で
も
可
能

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

予
約
受
付
セ
ン
タ
ー

　

☎
73

−

２
０
４
０

問
合
せ

　

企
画
課
地
域
活
力
推
進
係

　

☎
73

−

６
６
５
４

　

平
成
31
年
４
月
１
日
付
け
で
、
市

役
所
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

た
。
管
理
職
の
異
動
お
よ
び
退
職
者

は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
（
）
内
は
旧
所
属

▽
都
市
建
設
課
長

　

山
口
崇
夫
（
財
政
課
）

▽
市
民
課
長

　

岩
瀬
由
美
子
（
市
民
課
）

▽
会
計
課
長

　

土
屋
英
二
（
税
務
課
）

▽
税
務
課
長

　

植
村
仁
（
市
民
課
）

【
退
職
】
３
月
31
日
付
け

　

菰
田
智
（
会
計
課
長
）

　

鈴
木
克
己
（
都
市
建
設
課
長
）

問
合
せ　

総
務
課
職
員
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
４
３

　

昼
食
時
、
お
弁
当
を
希
望
に
よ
り

週
３
回
ま
で
配
達
し
ま
す
。
ご
本
人

に
お
弁
当
を
直
接
手
渡
し
す
る
こ
と

で
、
安
否
確
認
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
お
弁
当
代
の
一
部
負
担
が
あ
り
ま

す
（
３
４
０
円
）

対
象
者

▽
勝
浦
市
に
お
住
ま
い
の
65
歳
以
上

の
独
居
の
高
齢
者
。
ま
た
は
高
齢

者
の
み
の
世
帯
の
方

▽
同
居
家
族
が
い
る
が
、
食
事
の
提
供

が
受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
方

場
所　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
富
里
市
御
料
７
０
９

−

１
）

【
犬
の
し
つ
け
方
教
室
】

▽
基
礎
講
座（
※
飼
い
犬
同
伴
不
可
）

日
時　

５
月
16
日
㈭　

10
時
～
12
時

受
付　

９
時
30
分
～
10
時

費
用　

無
料

定
員　

先
着
20
組
（
予
約
制
）

▽
実
技
講
座
（
※
飼
い
犬
同
伴
、（
公

財
）
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会

が
開
催
）

日
時　

５
月
26
日
㈰　

13
時
～
15
時

受
付　

12
時
30
分
～
13
時

ミ
レ
ー
ニ
ア
勝
浦
循
環
線

４
月
か
ら
一
部
ダ
イ
ヤ
改
正

４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

高
齢
者
向
け
配
食
サ
ー
ビ
ス

市
役
所
職
員
人
事
異
動

動
物
愛
護
事
業
（
５
月
）

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の 『
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
』

臨
時
運
行
に
つ
い
て

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー

 （
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
）が

運
転
免
許
自
主
返
納
者

へ
の
割
引
を
開
始
！

　

４
月
１
日
か
ら
、「
ミ
レ
ー
ニ
ア
勝

浦
循
環
線
」
の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ
、

夕
方
の
２
便
が
早
く
な
り
ま
し
た
。

問
合
せ

　

小
湊
鉄
道（
株
）大
多
喜
車
庫

　

☎
82

−

２
８
２
１

①

改正前
⇒

改正後
勝浦駅発 12 街区着 勝浦駅発 12 街区着
16：36 17：19 16：22 17：05

【平日のみ運行】　14 分繰上げ

②

改正前
⇒

改正後
勝浦駅発 勝浦駅着 勝浦駅発 勝浦駅着
17：45 18：57 17：35 18：47

【平日・土日祝運行】　10 分繰上げ

証
を
自
主
的
に
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
、
本
人
の
申
請
に
よ
り
交
付
さ
れ
ま

す
。
県
内
の
免
許
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
警

察
署
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
無
く
し
大
切
な
命
を

守
る
た
め
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
を

も
っ
て
、
免
許
返
納
に
つ
い
て
ご
検

討
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

勝
浦
市
地
域
公
共
交
通
活

性
化
協
議
会
（
企
画
課
内
）

　

☎
73

−

６
６
５
４

▽
同
居
家
族
が
い
る
が
日
中
独
居
に

な
る
高
齢
者
で
、
主
治
医
意
見
書

に
認
知
症
の
診
断
が
あ
る
か
、
ま

た
は
認
知
症
自
立
度
Ⅱ
以
上
と
判

断
さ
れ
て
い
る
方

▽
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
が
、

認
知
症
の
診
断
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
は
、
認
知
症
状
が
見
ら
れ
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
が
調

査
し
た
結
果
認
知
症
自
立
度
が
Ⅱ

以
上
と
判
断
さ
れ
た
方

▽
要
介
護
認
定
者
で
日
中
独
居
に
な

り
、
近
隣
に
商
店
な
ど
な
く
食
事

の
調
達
が
困
難
な
方

※
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
支
援
係

　

☎
73

−
６
６
１
５

費
用　

３
，０
０
０
円
（
消
費
税
別
）

定
員　

３
組
以
上
10
組
（
要
予
約
）

※
実
技
講
座
の
予
約
電
話
番
号

　

☎
０
４
３

−

２
１
４

−

７
８
１
４

【
パ
ピ
ー
ク
ラ
ス
】

　

生
後
６
カ
月
く
ら
い
ま
で
の
飼
い

犬
同
伴
で
、
子
犬
の
飼
い
方
・
し
つ

け
方
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
15
日
㈬　

10
時
～
12
時

※
開
講
日
程
は
調
整
可
能（
要
相
談
）

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

【
一
般
譲
渡
会
（
成
犬
・
成
猫
）】

日
時　

５
月
９
日
㈭
、
26
日
㈰

　
　
　

９
時
30
分
～
12
時

受
付　

９
時
～
９
時
30
分

費
用　

無
料

※
直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。
受
付
時
間
に
遅
れ
る
と
参
加

で
き
ま
せ
ん
。

【
飼
い
主
さ
が
し
の
会
】

　

犬
猫
を
ほ
し
い
方
、
あ
げ
た
い
方

の
出
会
い
の
場
で
す
。
受
付
時
間
に

遅
れ
る
と
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

日
時　

５
月
11
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
11
時

費
用　

無
料
（
予
約
制
）

▽
犬
猫
の
ほ
し
い
方

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
30
分

▽
犬
猫
を
あ
げ
た
い
方

受
付
時
間　

９
時
30
分
～
10
時

申
込
・
問
合
せ

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
４
７
６

−

93

−

５
７
１
１
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インフォメーションガーデン

日
時　

10
月
12
日
㈯

場
所

　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
千
葉

　
（
千
葉
市
中
央
区
問
屋
町
１

−

45
）

願
書
配
布
開
始

　

５
月
13
日
㈪

※
願
書
は
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

お
早
め
に
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
。

願
書
提
出
期
間

　

６
月
25
日
㈫
～
27
日
㈭
ま
で
の
３

日
間
（
10
時
～
16
時
）

願
書
提
出
場
所　

住
所
地
の
管
轄
の

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
保
健
所
）

ま
で
。
住
所
が
県
外
に
あ
る
方
は

県
庁
健
康
福
祉
部
健
康
づ
く
り
支

援
課
ま
で
。

問
合
せ　

夷
隅
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
夷
隅
保
健
所
）

　

☎
73

−

０
１
４
５

日
時　

５
月
22
日
㈬

　
　
　

８
時
ス
タ
ー
ト

場
所　

勝
浦
東
急
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

プ
レ
イ
代

　

ビ
ジ
タ
ー
８
，
３
０
０
円

　
（
昼
食
付
、
消
費
税
込
み
）

参
加
費　

３
，
０
０
０
円

年
会
費　

１
，
０
０
０
円

※
平
成
31
年
度
勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会

会
員
証
を
お
持
ち
の
方
は
年
会
費

不
要
で
す
。

　

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
役
割
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
に
関
す
る
内
容
の
講
座
を
実
施

い
た
し
ま
す
。

日
時　

５
月
28
日
㈫

　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場
所　

勝
浦
市
役
所
４
階
大
会
議
室

講
師　

公
益
財
団
法
人
Ｓ
Ｌ
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
常
務

理
事　

天
寺
純
香
氏

定
員　

50
人

　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

参
加
費　

無
料

※
第
２
回
は
９
月
10
日
㈫
、
13
時
30

分
～
15
時
30
分
（
予
定
）

※
第
３
回
は
視
察
研
修
を
予
定
（
日

時
・
研
修
先
は
調
整
中
）

申
込
・
問
合
せ

　

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
73

−

６
１
０
１

　

判
断
能
力
が
不
十
分
な
高
齢
者
や

障
害
の
あ
る
方
の
「
福
祉
サ
ー
ビ
ス

利
用
」
や
「
日
常
的
な
金
銭
管
理
」 

を
支
援
す
る
生
活
支
援
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

「
生
活
支
援
員
」
と
は
？

　

定
期
的
に
利
用
者
の
お
宅
を
訪
問

し
、
必
要
に
応
じ
た
相
談
や
預
貯
金

の
出
し
入
れ
、
支
払
い
代
行
な
ど
を 

行
い
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
支
援
す
る
方
の
こ

と
で
す
。「
日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
」（
す
ま
い
る
）」
の
担
い
手
で
あ

る
生
活
支
援
員
に
応
募
し
て
み
ま
せ

ん
か
？

応
募
条
件

・
20
歳
以
上
の
方
（
お
お
む
ね
70
歳

程
度
）
で
勝
浦
市
に
在
住
の
方

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に
関

心
を
も
ち
、
生
活
支
援
員
と
し
て

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
協
力

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
方

（
現
在
、
民
生
委
員
・
児
童
員
委

員
や
訪
問
介
護
と
し
て
活
動
し
て

い
る
方
は
除
き
ま
す
）

・
千
葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
指
定

す
る
生
活
支
援
員
養
成
研
修
を
受

講
で
き
る
方

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

勝
浦
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

☎
73

−

６
１
０
１

　一人でも多くの方のご協力をお願いします
▽４月２２日（月）
・勝浦ホテル三日月
 （房総勝浦ライオンズクラブ共催）
　１０：００～１２：００
▽５月７日（火）
・勝浦市役所　１０：００～１１：４５
・塩田病院　　１３：４５～１５：３０
※当日の体調や服薬されている薬によって献血が

できない場合がありますのでご了承ください。

問合せ　千葉県赤十字血液センター
　　　　☎０４３－２４１－８３３２

電話ｄｅ詐欺には

愛は勝つを合い言葉に！
あせらない
犯人は言葉巧みです。あせらずに！あ…

い…
は…
か…
つ…

言わない
犯人に個人情報は絶対に言わない。
払わない
犯人などにお金を払わない。（振り込まない）
確認する
家族に連絡し確認をする。
通報する
警察に通報する。

千葉県民・ 慌てず必ずカクニンダー！
おかしいな！？と思ったら
勝浦警察署（☎７３ー０１１０）まで！

平
成
31
年
度
調
理
師
試
験

第
74
回
勝
浦
市
民

春
季
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
ご
案
内

日
常
生
活
自
立
支
援
事

業
（
通
称
：
す
ま
い
る
）

生
活
支
援
員
募
集

第
１
回

 『
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
』

開
催
（
全
３
回
）

競
技
方
法　

ペ
リ
ア
方
式

対
象　

勝
浦
市
在
住
ま
た
は
在
勤
者

で
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

申
込
締
切　

５
月
17
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

▽
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

　

☎
73

−

６
６
１
３

▽
勝
浦
市
ゴ
ル
フ
協
会
（
板
橋
）

　

☎
73

−

０
５
３
８

『献血』にご協力を！
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Fax

▽
年
齢
層
別
で
は
、
高
齢
者
が
多
い

　
　

高
齢
の
方
が
死
亡
す
る
事
故

が
、
死
亡
事
故
全
体
の
６
割
近
く

を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
歩
行

中
に
被
害
に
遭
う
事
故
が
多
く
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
　

高
齢
の
方
は
加
齢
に
よ
り
、
動

体
視
力
の
低
下
や
複
数
の
情
報
を

同
時
に
処
理
す
る
こ
と
が
苦
手
に

な
っ
た
り
、
瞬
時
の
判
断
す
る
力

が
低
下
し
た
り
、
反
応
が
遅
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
安
全
確
認
を

必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▽
状
態
別
で
は
、
歩
行
中
が
多
い

　
　

歩
行
中
の
事
故
で
は
、
道
路
横

断
中
に
被
害
に
遭
う
事
故
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

 

〈
歩
行
者
の
方
へ
〉

　
　

道
路
を
横
断
す
る
時
は
、
横
断

歩
道
を
利
用
す
る
ほ
か
、
車
が
来

て
い
な
い
か
、
前
後
左
右
の
安
全

確
認
を
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
へ
〉

　
　

横
断
歩
道
に
近
づ
い
た
ら
、
横

断
し
よ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
が

い
な
い
か
よ
く
確
認
し
、
横
断
し

よ
う
と
し
て
い
る
歩
行
者
が
い
た

ら
必
ず
止
ま
り
ま
し
ょ
う
。

▽
昼
夜
間
別
で
は
、
夜
間
が
多
い

 

〈
歩
行
者
の
方
へ
〉

　
　

夜
間
、
外
出
す
る
際
は
、
明
る

い
目
立
つ
色
の
服
を
着
用
し
、
反

実
施
期
間
（
全
27
回
）

　

６
月
７
日
㈮
～
12
月
20
日
㈮

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

   （
修
了
条
件
有
り
）

会
場

　

御
宿
町
役
場
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か

対
象

▽
手
話
学
習
の
経
験
の
な
い
方

▽
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を
修
了
し

て
い
な
い
方

募
集
人
数　

20
人

募
集
期
間　

５
月
23
日
㈭
ま
で

受
講
料　

無
料

教
材

▽
講
座
テ
キ
ス
ト
代
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
付
）

　

３
，
２
４
０
円

　
（
前
期
・
後
期
２
年
間
使
用
）

▽
新
・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
テ
キ
ス
ト

　

１
，
０
８
０
円

　
（
前
期
・
後
期
２
年
間
使
用
）

▽
日
本
聴
力
障
害
新
聞

　

３
，９
０
０
円
（
振
込
手
数
料
別
）

※
教
材
費
は
実
費
負
担

申
込
・
問
合
せ　
（
福
）
千
葉
県
聴

覚
障
害
者
協
会
千
葉
聴
覚
障
害
者

セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

課
養
成
普
及
係　

〒
２
６
０

−

０
０
２
２

千
葉
県
千
葉
市
中
央

区
神
明
町
２
０
４

−

12

　

☎
０
４
３

−

３
０
８

−

６
３
７
３

　
　

０
４
３

−

３
０
８

−

６
４
０
０

　

市
で
は
、
高
齢
者
な
ど
の
介
護

に
従
事
す
る
人
材
育
成
と
就
労
支

援
を
目
的
に
介
護
職
員
初
任
者
研

修
の
受
講
に
必
要
な
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

助
成
対
象
者

▽
申
請
時
に
市
内
に
住
所
を
有
し
、

市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
方

▽
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
を
修

了
し
、
支
払
い
を
完
了
し
て
い

る
方

▽
研
修
の
受
講
に
係
る
経
費
に
つ

い
て
、
他
の
公
的
制
度
か
ら
助

成
を
受
け
て
い
な
い
方

助
成
要
件

▽
介
護
職
員
初
任
者
研
修
課
程
を

修
了
し
、
原
則
と
し
て
市
内
の

同
一
の
介
護
施
設
な
ど
に
雇
用

さ
れ
、
３
カ
月
継
続
し
て
就
労

し
て
い
る
こ
と

▽
申
請
の
日
時
点
で
市
内
の
同
一

事
業
所
で
就
労
し
て
い
る
場
合
、

就
労
期
間
が
１
年
を
超
え
て
い

な
い
こ
と
（
雇
用
の
形
態
は
、
常

勤
・
非
常
勤
を
問
わ
な
い
）

助
成
額

研
修
の
受
講
に
要
し
た
費
用

（
受
講
料
・
教
材
費
）
の
二
分

の
一
ま
た
は
４
万
円
（
上
限
） 

の
い
ず
れ
か
低
い
額

県
内
で
は
交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す

平
成
31
年
度
夷
隅
郡
市
手
話

奉
仕
員
養
成
講
座
（
前
期
）

射
材
を
身
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

 

〈
ド
ラ
イ
バ
ー
、
自
転
車
利
用
の

　

  

方
へ
〉

　
　

夕
暮
れ
時
や
明
け
方
の
事
故

が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
車
や

自
転
車
の
ラ
イ
ト
は
早
め
に
点
灯

し
、
歩
行
者
や
他
の
自
転
車
を
早

め
に
発
見
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

  　

ま
た
、
自
転
車
は
、
前
後
だ
け

で
な
く
、
タ
イ
ヤ
の
ス
ポ
ー
ク
に

反
射
材
を
取
り
付
け
る
な
ど
、
側

面
か
ら
の
ラ
イ
ト
に
も
反
射
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▽
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
率
が
高
い

　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
、
後
部
座
席

を
含
め
、
全
て
の
座
席
で
着
用
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着
用
の
交

通
死
亡
事
故
が
、
四
輪
乗
車
中
の

死
亡
事
故
の
７
割
以
上
を
占
め
て

い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
だ
け
で
な

く
、
同
乗
者
す
べ
て
の
方
は
シ
ー

ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
乳
幼
児
を
乗
車
さ
せ
る
時

は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

▽
飲
酒
運
転
は
犯
罪
で
す
。

　
　

地
域
、
職
場
、
家
庭
、
市
民
総

ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
徹

底
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ

　

総
務
課
消
防
防
災
係

　

☎
73

−

６
６
４
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
料
を
助
成
し
ま
す

提
出
書
類

・
勝
浦
市
介
護
職
員
初
任
者
研
修

受
講
者
支
援
事
業
助
成
金
交
付

申
請
書

・
個
人
情
報
の
利
用
に
係
る
同
意
書

・
就
業
証
明
書

問
合
せ

　

高
齢
者
支
援
課
介
護
保
険
係

　

☎
73

−

６
６
１
７

日
時

　

５
月
28
日
㈫
～
９
月
11
日
㈬

　

25
日
間
（
９
時
～
16
時
）

受
講
料　

５
万
５
千
円
（
税
込

み
、
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

定
員　

30
人
（
10
人
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
）

申
込
方
法

▽
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
Ｂ
４

サ
イ
ズ
、
写
真
貼
り
付
け
）

▽
返
信
用
封
筒
（
92
円
切
手
貼
り

付
け
、
あ
て
先
記
入
）

　

以
上
２
点
を
問
合
せ
先
に
郵
送

申
込
締
切　

５
月
10
日
㈮

問
合
せ　

亀
田
総
合
病
院
継
続
学

習
セ
ン
タ
ー

〒
２
９
６

−

８
６
０
２

　

鴨
川
市
東
町
９
２
９

　

☎
04

−

７
０
９
９

−

１
１
６
５

第
７
回

介
護
職
員
初
任
者
研
修
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インフォメーションガーデン

　

５
月
・
６
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

で
す
。
日
本
赤
十
字
社
は
、「
災
害

か
ら
い
の
ち
を
守
る
赤
十
字
」
と
し

て
、
災
害
時
の
医
療
救
護
活
動
や
、

被
災
者
へ
の
救
援
物
資
の
配
布
、
命

を
救
う
救
急
法
の
普
及
、
赤
十
字
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど
の
国
内
外

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
道
的
活
動

を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
道
的
活
動
は
、
国
や

県
か
ら
の
公
的
資
金
に
よ
ら
ず
、
皆

様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く
活
動
資
金

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

赤
十
字
の
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ

く
と
と
も
に
、
赤
十
字
活
動
資
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

福
祉
課
社
会
福
祉
係

　
　
　
　

☎
73

−

６
６
２
１

配
付
の
対
象
と
な
る
方

・
重
度
の
身
体
障
が
い
者
１
級
ま
た

は
２
級
の
方

・
重
度
の
知
的
障
が
い
者
療
育
手

帳
に
「
Ａ
」
（
ま
た
は
１
度
、
２

度
）
の
表
記
が
あ
る
方

配
付
す
る
葉
書
お
よ
び
枚
数

　

お
一
人
に
つ
き
次
の
葉
書
の
中
か

　

ら
、
い
ず
れ
か
１
種
類
を
20
枚

①
通
常
郵
便
葉
書

 

（
無
地
、
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
ま

　

夷
隅
農
業
事
務
所
で
は
、
農
業
に

必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
指
す
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
ま
で
の

新
た
に
農
業
に
従
事
す
る
青
年

農
業
者
（
農
業
後
継
者
、
新
規

就
農
者
な
ど
）

　

受
講
期
間　

３
年
間

▽
い
す
み
農
業
実
践
塾

対
象
者　

お
お
む
ね
40
歳
か
ら
65

歳
ま
で
の
販
売
を
予
定
し
て
い

る
定
年
帰
農
者
な
ど

　

受
講
期
間　

１
年
間

▽
共
通
事
項

　

自
動
車
税
の
納
期
は
５
月
31
日
㈮

で
す
。
４
月
26
日
に
自
動
車
税
事
務

所
か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
納
付
や
ペ
イ
ジ
ー
納
付
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
利
用
し
た
「
モ
バ
イ
ル
レ
ジ
」
で

の
納
付
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
詳

し
く
は
納
税
通
知
書
に
同
封
の
し
お

り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

▽
茂
原
県
税
事
務
所

　

☎
０
４
７
５

−

22

−

１
７
２
１

▽
茂
原
県
税
事
務
所
大
多
喜
支
所

　

☎
82

−

２
２
１
４

▽
自
動
車
税
事
務
所

　

☎
０
４
３

−

２
４
３

−

２
７
２
１

▽
危
険
物
取
扱
者
試
験
受
験
者
講

習
会

日
時　

５
月
17
日
㈮

　
　
　

９
時
30
分
～
16
時
45
分

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
20
分

会
場　

茂
原
市
東
部
台
文
化
会
館

対
象　

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目
指

し
て
い
る
方
、
ま
た
は
危
険
物
関

係
法
令
な
ど
を
学
ぼ
う
と
し
て
い

る
方

受
講
料　

３
，
６
０
０
円

　
　
　
　
（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

※
受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

　
（
申
込
不
要
）

テ
キ
ス
ト

①
危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」

　

１
，
３
４
０
円

②
危
険
物
取
扱
必
携
「
実
務
編
」

　

１
，
３
４
０
円

③
例
題
集
「
乙
種
第
４
類
」

　

１
，
６
６
０
円

※
テ
キ
ス
ト
は
消
防
本
部
に
て
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
当
日
会
場

で
も
購
入
で
き
ま
す
。

▽
危
険
物
取
扱
者
模
擬
試
験

日
時　

６
月
１
日
㈯

　
　
　

９
時
30
分
～
17
時

受
付
時
間　

９
時
～
９
時
25
分

会
場

　

い
す
み
市
大
原
文
化
セ
ン
タ
ー

対
象　

乙
種
第
４
類
の
取
得
を
目
指

し
て
い
る
方

赤
十
字
活
動
資
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

自
動
車
税
は
納
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
伴
う

講
習
会
の
開
催
に
つ
い
て

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の

無
償
配
布

農
業
を
学
び
た
い
方
募
集
！

 「
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」＆「
実
戦
塾
」

た
は
く
ぼ
み
入
り
）

②
通
常
郵
便
葉
書
胡
蝶
蘭

 

（
無
地
ま
た
は
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
紙
）

受
付
期
限
・
配
付
期
間

　

５
月
31
日
㈮
ま
で

申
込
方
法

　

ご
希
望
の
方
は
、
身
体
障
害
者
手

帳
ま
た
は
療
育
手
帳
を
ご
持
参
い
た

だ
き
、お
近
く
の
郵
便
局
に
あ
る「
青

い
鳥
郵
便
葉
書
配
付
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
代
人
の
お
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

※
郵
送
で
も
お
申
し
込
み
い
た
だ
け

ま
す
。

問
合
せ　

勝
浦
郵
便
局
郵
便
部

　
　
　
　

☎
73

−

０
６
５
９

内
容　

月
１
回
程
度
開
催
。
農
業

の
基
礎
的
知
識
を
学
ぶ
講
義
、

実
習
、
視
察
な
ど
の
実
施
（
い

す
み
農
業
実
践
塾
は
食
用
ナ
バ

ナ
、
水
稲
、
ス
プ
レ
ー
ス
ト
ッ

ク
な
ど
の
研
修
を
予
定
）

　

開
講
時
期　

６
月
上
旬

　

受
講
料　

無
料

　
　
　
　
　
（
一
部
実
費
負
担
あ
り
）

　

募
集
締
切　

５
月
24
日
㈮

問
合
せ　

千
葉
県
夷
隅
農
業
事
務
所

改
良
普
及
課

　

☎
82

−

２
２
１
３

第１日曜日 ５月　５日 8：30～12：30
※第１日曜日のみ、
　マイナンバーカードの
　交付を行っています。

第３日曜日 ５月１９日

第１日曜日 ６月　２日
 ・住民票、戸籍、印鑑証明の交付を受けることができます。
 ・交付の際、本人確認のできる運転免許証などの提示が
　必要です。

問合せ　市民課市民係　☎７３－６６１２　

市民課窓口の日曜開庁日のお知らせ 受
講
料

①
夷
隅
郡
市
防
火
安
全
協
会
会
員
事

業
所
の
方　

１
，
０
０
０
円

②
会
員
事
業
所
以
外
の
方　
　
　
　

　

１
，
５
０
０
円

※
受
付
に
て
事
業
所
の
確
認
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申
込
不
要
）

テ
キ
ス
ト

①
危
険
物
取
扱
必
携
「
法
令
編
」

②
危
険
物
取
扱
必
携
「
実
務
編
」 

③
例
題
集
「
乙
種
第
４
類
」

※
テ
キ
ス
ト
は
消
防
本
部
に
て
事
前

に
購
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

夷
隅
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
予
防
課
予
防
係

　

☎
80

−

０
１
３
２
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土 日 月 火 水 木 金 土 日 月

4/27 28 29 30 5/1 2 3 4 5 6

※ごみの収集については、ごみ分別収集カレンダーのとおり収集いたします。

問合せ  清掃センター　☎７３－２３７０

連休中のし尿くみ取りの日程について

連休中のごみの持ち込みについて

・し尿のくみ取りについては下記日程のとおり行います。
・くみ取りの申し込みは早めにして頂けますようお願いします。

刑法犯認知件数【少ない順】〔２月〕

２月末は県内 37 市中、第１位でした
※道路交通法、覚せい剤取締法などの特別法犯を除く

順位 市 累計 前年比
１ 勝浦市 15 − 7 件
２ 匝瑳市 18 − 4 件
３ 南房総市 20 − 9 件

ご み 処理状況〔２月〕　(   ) 内は前年同月比

■ ２ 月 分 処 理 量 ： 
 平成 3 0 年度累計  

 1 6 4 . 2 9 6 t（ 5 7 . 8 5 % 増 ）
6 5 7 5 . 2 2 8 t

（内訳）○可燃ごみ：
○資源ごみ：

9 0 . 1 7 0 t（ 2 9 0 . 3 4 % 増 ）
7 4 . 7 5 6 t（   7 . 6 0 % 減 ）

市民のうごき〔３月末現在〕
( 　) 内は前月比
■人口
　○男
　○女

１７，３２５
８，６８３
８，６４２

人（６３減）
人（３６減）
人（２７減）

　　転　　入：
　　転　　出：
　　出　　生：
　　死　　亡：
　　職権消除：
　　国外移住：
　　そ  の  他：

１７５
２０６

４
２６

２
９
１

人
人
人
人
人
人
人（増）

■８，５６１世帯 （１６増）

交通事故件数〔３月〕
勝浦警察署　☎７３−０１１０

交通事故　１０４件
○人身事故…　６件
　　死者数：　０人
　　傷者数：　７人
○物損事故…９８件

消防署の出動〔３月〕
勝浦消防署　☎８０−０１３４
(　 ) 内は消防団の出動
■火災：　　２件（１）
■救急：　８８件

ごみを持ち込むことができる日程

8:30 ～
15:00

8:30 ～
15:00

8:30 ～
15:00午前中

日 月 火 水 木 金 土

4/26 27

28 29 30 5/1 2 3 4

5 6 7

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00

8：30～
12：00

8：30～
12：00

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00

8：30 ～
17：00
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５
月
25
日
㈯
・
26
日
㈰
、
旧
清
海
小
学
校

（
シ
ェ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
清
海
学
園
）
に
て
「
大

人
が
本
気
で
創
る
文
化
祭
（
イ
ベ
ン
ト
名
「
僕

ら
の
文
化
祭
。」）」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
際

武
道
大
学
生
や
地
域
の
方
々
は
も
ち
ろ
ん
、

東
京
都
内
か
ら
は
１
０
０
人
以
上
の
経
営
者

や
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
会
社
員
な
ど
で
構
成
さ

れ
た
チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
の
力
を
合
わ
せ

て
、（「
学
校
に
隠
さ
れ
た
秘
密
を
暴
く
“
リ

ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
”」「
学
校
で
彩
る 

“
結

婚
式
”」「
数
十
種
類
の
日
本
酒
が
飲
め
る
“
日

本
酒
ブ
ー
ス
”」「
20
組
以
上
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
で
盛
り
上
げ
る
“
文
化
祭
ラ
イ
ブ
”」「
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
る“
夜
の
文
化
祭
”」

な
ど
）、
40
種
を
超
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
ブ
ー

ス
や
企
画
で
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
都
内

の
方
々
も
数
多
く
参
加
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
入
場
料
は
無
料
で
す
の

で
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ま
も
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
ま
せ
。

▽
イ
ベ
ン
ト
名

　

僕
ら
の
文
化
祭
。
２
０
１
９

　
　

〜O
ne H

eart Festival

〜

▽
開
催
概
要

　

日
時　

５
月
25
日　

11
時
〜
22
時

　
　
　
　
　
　

26
日　

11
時
〜
18
時

　

場
所　

旧
清
海
小
学
校

　
　
　
　
（
勝
浦
市
鵜
原
１
４
２
―
２ 

）

▽
コ
ン
テ
ン
ツ

・
大
切
な
人
に
結
婚
式
を
贈
ろ
う
。
海
の
見

え
る
学
校
で
彩
る
「
贈
る
、
結
婚
式
」

・
学
生
と
市
民
に
夢
を
！
武
道
大
学
生
コ

ラ
ボ
ブ
ー
ス

・
好
き
な
飲
み
物
を
球
体
に
！？
ま
る
で
理

科
の
実
験
「
分
子
調
理
ブ
ー
ス
」

・
青
春
の
汗
を
流
せ
！
「
パ
ン
チ
ミ
ッ
ト

ブ
ー
ス
」

・
最
高
の
景
色
と
美
味
し
い
お
酒
♪
「
日

本
酒
部
」

・
大
人
だ
か
ら
夜
も
あ
る
。
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
で
彩
る
光
と
音
の
祭
典
「
夜
の

文
化
祭 

レ
イ
ジ
ア
ム
」

・
学
校
に
隠
さ
れ
た
秘
密
を
あ
ば
け
！
「
リ

ア
ル
謎
解
き
ゲ
ー
ム
」

　

な
ど
40
コ
ン
テ
ン
ツ
以
上
で
開
催
予
定

▽
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
出
演
予
定
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

・
サ
ス
ケ

・
フ
ラ
チ
ナ
リ
ズ
ム

・
元
空
想
委
員
会　

三
浦
隆
一

・
Ｄ
Ｊ
ダ
イ
ノ
ジ

・
ダ
イ
ス
ケ
（
元
Ｚ
Ｉ
Ｐ
シ
ン
ガ
ー
）

　

な
ど
合
計
26
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

※
コ
ン
テ
ン
ツ
は
予
告
な
く
変
更
さ
れ
る

可
能
性
も
ご
ざ
い
ま
す
。

主
催　

僕
ら
の
文
化
祭
。

　
　
　

２
０
１
９
実
行
委
員
会

後
援　

勝
浦
市

企
画　

株
式
会
社
オ
モ
ロ
ー

協
力　

株
式
会
社
パ
ク
チ
ー

問
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式
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（
寺
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）
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―
４
１
１
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―
４
９
９
１

大人が創る本気の文化祭を通した夢のコラボイベント！

鵜原に２０００人が集結！？

文化祭文化祭文化祭
 「勝浦×東京」
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※写真はイメージで
す

※写真はイメージです

　お子さん（市内在住で未就学児）の氏名（ふりがな）・
性別・生年月日・30字以内のコメント・両親の氏名・
住所・ご連絡先を添えて、画像と一緒にご応募くださ
い。写真の場合は返却いたします。

　６ヶ月以内に入籍し勝浦市に在住するお二人のラブ
ラブな画像を募集します！お二人の氏名（ふりがな）
と30字以内のコメント、住所、ご連絡先を同封のうえ、
ご応募ください。写真の場合は返却いたします。

応募先　企画課広報統計係　☎73ー6657

広報の裏面に掲載する写真を募集しています

アイドル
募集中！！

新婚さん
大募集！！

『
広
報
か
つ
う
ら
』次
号
は
５
月
17
日（
金
）発
行
で
す
。

編
集
・
発
行 
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太陽のほほえみ

著：ターシャ・テューダー
聴き書き：セス・テューダー
写真：リチャード・Ｗ.ブラウン
出版社：白泉社

　ターシャ・テューダーを知っ
ていますか？スロー・シンプル
ライフを生涯実践した絵本作家
で園芸家。この本には「退屈で

つまらない時があるとしても暮らしに喜びを見出そうとすれ
ばきっと暮らしはより良いものになるはず」など共感する言
葉がたくさん載っています。ページをめくると目に飛び込ん
でくる花々や季節の様子の写真は、とてもきれいです。

○いってらっしゃーいいってきまーす
○おてつだいはもういやだ　○まじょのめざまし
○ありのままがいちばん。　○家族
○ラジオはココロの疲れを、そっと取り除く

コレも読んで！

コレ読んで！図書館
からの
コレ読んで！

『ターシャ・テューダー 
  最後のことば』

K
atsuura city com

m
unications

勝浦市に引っ越してきたら

ようこそ勝浦市へ！
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